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例 言

1.本書は、田原本町教育委員会が2008年度 (平成20年度)に実施した文化財事業の概要をまとめ

たものである。

2.埋蔵文化財の発掘調査については、土地所有者・施工業者ならびに近隣の皆様にご協力とご理

解を賜った。記して感謝します.。

3。 本書の執筆は、 I.1を奥谷知日朗、 I.2を清水琢哉・豆谷和之・奥谷の調査担当者、Ⅱ・Ⅲを

河森一浩 。藤田三郎、Ⅳは上峯篤史 (日本学術振興会特別研究員DC)。 東島沙弥佳 (京都大学

大学院理学研究科 自然人類学研究室)が執筆し、西岡成晃の協力を得て藤田が編集した。
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I.田原本町の埋蔵文化財



I.田原本町の埋蔵文化財

1.町内における開発と遺跡の異動

(1)町内における開発と発掘調査

本町における2008年度 (平成20年度)の民間開発行為等による埋蔵文化財発掘届 (第98条 )は 57

作、地方公共団体等による通知 (第94条 )は 11件で、計68件 を数える。ここ数年、発掘届件数が微

増傾向にある。

今年度の発掘調査は13件である①このうち田原本町教育委員会が実施した発掘調査は12件で、そ

の内訳は個人住宅の建築 6件、公共事業 4作、民間開発 2件である。

第 1表 田原本町における2008年度の発掘届 。発掘通知件数一覧
発掘届

(93条 )

発掘通知

(94条 )
発掘調査 工事立会 慎重工事 先行工事

57

(変更届 2)
l]

通知内容 8 1

実施分
町12(試掘 1)

県 1

第 2図 発掘調査原因の推移

匠]総 pll査而積(言 ) ―■卜出■遺物教(l‐ )
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発IF通知 (91条 )

第 2表 田原本町の発掘届・通知と発掘調査件数の推移
'02

発掘届 (93条 )

発掘通知 (94条 ) 8 17

計

調査件数
町

県 ユ l 3 4 4 2 1

町内総調査件数

匡コ 発掘届 03条 )  ―■卜 町内総調査件放

1図  発掘届・通知と調査件数の推移

饉 畑離 認  □ 4引人住宅  匿]公共キ業
■ 分譲住宅  □ その他民間Fjl発

第 3表 町教育委員会が実施した発掘調査の原因別推移
調査原因

範囲確認 2 2 4 2 0 0 0

個人住宅 4 7 7 4 5 6

公共事業 6 5 5 5 6 7 4

間

発

民

開

分譲住宅 2 0 l 1 2 5 2

その他 ユ l l 3 1 0 3 0

計

第4表 町教育委員会による発掘調査の面積と出土遺物数の推移

総調査面積 (∬ )

1作あたりの調査面積 (ば )

出土遺物数 (箱 ) 354

第 3図 調査面積と出土遺物数の推移



(2)遺跡の異動

平成19年度の発掘調査等の成果に基づき、20年度に遺跡の異動の報告をおこなった。

秦楽寺遺跡 (秦楽寺城跡)(第 4図)昨 年度、遺跡の北西端で実施した第 3次調査では、古墳時代
～中世の遺構を検出し、玉作関連遺物をはじめとする遺物が多量に出上した。この成果から、遺構

分布が予想される遺跡北側の字「廿」「御茶池」と、遺跡東側の字「浄土院」について踏査をおこ

なったところ、古墳時代・中世の遺物を採集した。遺跡北側及び東側は土地区画の乱れも確認でき

る点からも、遺構が埋没している可能性が高いと判断し、遺跡の範囲を拡大した。

また、遺跡南側の字「南垣内」「東垣内」では第 2次調査や工事立会を実施し、中近世の遺構や中

世遺物包含層を確認している。近世初頭の集落絵図も参考に、南側へ遺跡範囲の拡大をおこなった。

第 5表 田原本町内における遺跡の異動一覧
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遺跡名 異動内容 報 告 報告日 通  知

秦楽寺遺跡 (秦楽寺城跡) 範囲拡大 田教文 第52号 H20.4.28 教文 第7004号

第 4図 秦楽寺遺跡の異動 (S=1/4,000)



1.田原本町の埋蔵文化財

2.埋蔵文化財の調査

(1)発掘調査の概要

弥生時代～古墳時代  羽子田遺跡では、近年宅地化による発掘調査が継続しておこなわれている。
本年度の調査でも弥生時代後期から古墳時代前期を中心とする遺構を検出した。検出した遺構の多

くは集落にともなうものとみられるが、遺構密度は希薄で、集落末端の様相を呈しているとみられ

る。昨年度の調査で古墳時代の玉製作がおこなわれていることが判明した秦楽寺遺跡では、本年度

も継続して調査を実施した。本調査においても多量の玉作関連遺物が出上し、本地まで玉作集落が

拡がることを確認した。

沖
難 =|

誌

第 5図 田原本町の遺跡と調査地点
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古代～中世  秦楽寺遺跡の調査では、平安 。鎌倉 。室町期の各時期の遺構を検出したことで、寺

院「秦楽寺」の成立及び変遷を考える一助を得た。また、多量に出土した被熱瓦は、戦国期に落城

した「秦楽寺城」との関連が推測される。 伊与戸遺跡の調査では、宝饉印塔の一部を礎石に転用し

た柱穴を検出した。この成果から、調査地付近に中世寺院の存在も想定される。法貴寺斎宮前遺跡

では瓦質井戸枠を用いた井戸を検出し、中世集落「舞ノ庄」が本地まで拡がることも考えられるよ

うになった。

第 6表 2008年度発掘調査一覧
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遺跡名 次数

調 査 地 原 因 者 原  因 期 間 面積 担 当 備考

検出遺構 出土遺物 遺物量

l 唐古・鍵遺跡 第104次

田原本町大字鍵小字縄掛

71番 15
(株 )アーネストワン

分譲住宅の

建築
2008 728 ′ｍ

清水琢哉

奥谷知日朗
受託事業

古墳時代 :河跡 1条 な し

唐古・鍵遺跡 第105次

田原本町大字鍵小学ソ子田

98番 3他
田原本町 下水道工事

20081029

-1031
″ｍ 豆谷和之 下水道課

弥生時代 :土坑 1基、溝 1条、河跡 2条
弥生土器、近 世陶磁器、銭、石

器等
遺物箱 1箱

3 唐古・鍵遺跡 第106次

田原本町大字鍵小字松本

120番 8
個 人

個人住宅の

建築

20081029

-1030
，ｍ 清水 国庫補助事業

近 世 :素掘小溝群 弥生土器、土師器、瓦質土器等 遺物箱 1箱

4 羽子田遺跡 第 34次

田原本町大字新町小字池ノ内

74番 1、 75番 3
細山商事 (株 ) 宅地分譲

2008 5 8

-519
87∬ 清水 受託事業

弥生時代 :溝 4条、柱穴 5基

古墳時代 :溝 2条、河跡 1条

中世～近世 :素掘小滞群

殊生土器、土師器、須恵器、埴

輪等
遺物箱 3箱

5 秦楽寺遺跡 第 4次

田原本町大字秦庄小学才田

236番 1、 236番 8
田原本町 溜池の改修

200812 1

～09 127
170だ 奥谷 建設課

古墳時代 :土坑 5基、溝 2条、小溝 5条、柱穴群、落ち込み

古 代 :柱穴 2基、落ち込み
中世前期 :溝 4条、小溝群

中世後期 :土坑 2基、大溝 1条、溝 4条

近世～ :溝 1条、池 1面

上師器、須恵器、瓦器、中世陶

器、近世陶磁器、瓦、木製品、

石製玉類未成品、ガラス玉等

遺物箱83箱

6
法貴寺斎宮前

遺跡
第 8次

田原本町大字法貴寺小字ウチ田

830番 2他 東側道路
田原本町 下水道工事

20081023

-1024
15∬ 清水 下水道課

世

世

中

近

井戸 1基

溝 2条
土師器、瓦質土器、木製品等 遺物箱 6箱

7 伊与戸遺跡 第 2次

田原本町大字伊与戸小字東垣内

173番 1
個 人

個人住宅の

建築

20081111

～1113
・ｍ 清水 国庫補助事業

中 世 :大溝 1条、落ち込み 1
中世末 :土坑 2基、溝 2条、礎石建物跡
近 世 :大溝 1条、小溝 2条

土師器、瓦質土器、石製品等 遺物箱 3箱

8
阪手ホウズ ミ

遺跡
第 1次

田原本町大字阪手小字下舟コダ

456番 18
個 人

個人住宅の

建築

2008 8 4

～85
7∬ 豆谷 国庫補助事業

中 世 :素掘小溝 土師器、瓦器、近世陶磁器等 遺物箱 1箱

9 常楽寺推定地 第 6次

田原本町大字宮古小字寺東

280番 2
個 人

個人住宅の

建築

2008 4 7

～ 49
7♂ 清水 国庫補助事業

中世～近世 :素掘小溝 4条

近世～近代 :素掘小溝 9条
土師器、瓦器、近世陶磁器等 遺物箱 1箱

下ツ道 第 3次

田原本町大字唐古小字大和井

442香 1
個 人

個人住宅の

建築
2008 4 8 3∬ 奥谷 国庫補助事業

世

代

近

近

濤 1条

素掘小溝 3条
土師器、瓦器、近世陶磁器等 小袋 6袋

宮森遺跡 第 1次

田原本町大字新木小学藤ノ森

116番 3
個 人

個人住宅の

建築

2008 624

- 625
19rド 清水 国庫補助事業

近 世  :素 掘小溝 1条 土師器、瓦器、近世陶磁器等 遺物箱 1箱



I.四原本町の埋蔵文化財

1.唐吉・鍵遺跡 第104次調査

調査地の位置 今回の調査は、遺跡南端での宅地分譲に

伴って実施した。建物の北西部に南北 3m、 幅 lmの調

査区を設定した。なお、本調査地の東側及び北狽I道路で

は、平成12年度に下水道工事に伴う工事立会を実施し、

古墳時代の河跡等を確認している。

調査の成果 調査区全体が時期不明の河跡であった。深

さ0.4m前後を測る。調査区が狭小であるため方向・規模

は不明である。遺物は出土していない。

ま と め 調査の結果、調査地が河跡であることを確

認した。遺物が出上していないため、詳細な時期は明ら

かでないが、隣接する周辺の道路で実施した平成12年度

の下水道工事に伴う工事立会では古墳時代の河跡を検出

しており、これと同一の遺構である可能性が高い。

2.唐古 。鍵遺跡 第105次調査

調査地の位置 今回の調査は、遺跡北西部での下水道工

事に伴って実施した。昭和56年度に水路改修工事に伴っ

ておこなわれた第12次調査により遺構が遺存しない可能

性も考えられたが、史跡指定範囲内での工事であり、慎

重を期して人坑部分 3ヶ 所を発掘調査で対応した。

調査の成果 各調査区で遺構が遺存することを確認した。

東端の調査区 (第 1ト レンチ)では、弥生時代中期中葉

の河跡 1条を検出した。中央の調査区 (第 2ト レンチ)

では、弥生時代中期中葉の河跡 1条を検出した。西端の

調査区 (第 3ト レンチ)では、弥生時代の上坑 ?1基、

溝 1条を検出した。遺物はみられず、時期不明。

ま と め 今回の調査では、第 1・ 第 2ト レンチで弥
生時代中期中頃の河跡を検出した。唐古池北西端付近に

谷地形が拡がり、弥生時代中期中頃の河跡が複数存在し

ていたとみられる。なお、第 3ト レンチの溝は、周囲の

調査成果から環濠となる可能性がある。

-5-
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1.調査地の位置 (S=1/5,000)

#次嬢鰯顧
90次

~ |'i  
十

瑚

ド

ば

奪

苦

確

詈

逮

■
ド
ｉ…………‘―工一歳

2.東壁堆積状況 (西から)

第 3ト レンチ全景 (北から)



,■官古1鐸導跡■秦19o本印査|  
―
  | ■ |

調査地の位置 今回の調査は、遺跡南端における個人住

宅の建築に伴って実施した。建物予定部分の南半で東西

8m、 幅 lmの調査区を設定した。

調査の成果 中・近世の素掘小溝群を検出した。また、

調査区東端で粗砂堆積を確認した。周囲で確認されてい

る河跡の一部である可能性がある。ただし、顕著な遺物

を含まないため、時期については明らかにできなかった。

ま と め 調査の結果、遺跡南端部の状況を確認する

ことができた。集落関連の遺構は存在せず、環濠の拡が

りも確認できなかった。ただし、河跡を確認したことで

遺跡周縁部の地形を復元するための貴重なデータを得る

ことができた。

|||コ
1子甲1導″|―警

'今

本諄奪|■ |||||||― |||― |

調査地の位置 羽子田遺跡は、標高48m前後の沖積地に

立地する、弥生時代～古墳時代の集落跡及び古墳時代前

期末～後期の古墳群からなる複合遺跡である。今回の調

査地は、遺跡中央付近に位置する。東側隣接地の第31～

33次調査では多くの集落関連遺構及び方墳等を検出して

いる。

調査の成果 調査区南端で古墳時代の溝 3条を検出した。

うち 1条には朝顔形埴輪を伴うことから、墳形不明の古

墳周濠となる可能性が考えられる。

ま と め 今回の調査では、東側隣接地の第31次調査

で検出した弥生時代末～古墳時代前期の集落関連遺構は

希薄であることを確認した。

古墳時代の溝からは埴輪片が出土しており、古墳周濠

の一部となる可能性が高い。ただし、墳形を推定するに

は情報不足である。
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2.調査区全景 (南から)



や■季琴茸導″|■■4甲1李||■ |||||||||||― ||―

調査地の位置 調査は秦楽寺の北側にある農業用溜池の

改修工事に伴うもので、今回の調査地は池の南岸にあた

る。昨年度は池の北・西岸で調査を実施した。池西岸の

トレンチでは古墳時代の石製玉類未成品等が出土し、当

地で玉製作がおこなわれていたことが判明した。

調査の成果 調査では、西半を第 7ト レンチ、東半を第
8ト レンチとした。検出した遺構は古墳時代・古代 。中

世前期 。中世後期・近世以降の各時期にわたる。

古墳時代では、調査区の第 7ト レンチの西半で柱穴や

土坑、小溝を検出した。第 7ト レンチ中央から東は北東

へ向かって落ち込む地形となる。遺構や遺物包含層から

は多量の玉作関連遺物が出土しており、滑石製臼玉及び

未成品・管玉・勾玉・象J片、琥珀製小玉及び未成品・剥

片、緑色凝灰岩製管玉・剥片、碧玉象J片、ガラス玉等が

ある。

古代の柱穴 3基にはグリ石が残存しており、その上層

にほぼ完形の土師器郭が出土した。平安初期のものとみ

られる。中世後期では溝や土坑、濠を確認した。土坑に

は木製の井戸枠が残存し、上層は瓦の大量廃棄がみられ

た。これら古代から中世の遺構は、秦楽寺及び秦楽寺城

に関連する遺構である可能性が高い。

ま と め 本調査で検出した遺構は、古墳時代の集落

関連のものと、秦楽寺 (秦楽寺城)関連の遺構がある。

玉生産をおこなう古墳時代の集落は、地形の落ち込み

際に形成されたことが判明した。また、遺構密度は第 3

次調査第 6ト レンチより高く、遺物包含層も良好に残存

している。玉作関連遺物も本調査の方が多く出土してい

る。土坑 SK-7105か らは玉作関連遺物とともに必蓋が

出土した。この一括出土遺物を得たことから、古墳時代

中期中頃に工製作をおこなっていたことが確実となった。
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1.調査地の位置 (S=1/5,000)

第 7ト レンチ全景 (北西から)

3.古墳時代の柱穴 (北西から)

第 8ト レンチ全景 (西から)
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1,4,6,7 SX-8051
2    SX-7001
3,5   S K 7951
3    Sx-7051

o      S=1/3     1ocm

cθ励町η

茶楽寺童琳 第4及調益
～十せ～

秦楽寺出上の中世瓦

秦楽寺は大化三年 (648)の創建と伝わる。中世には寺

院勢力を拡大し寺を中心に「秦楽寺城」を形成するが(

戦国期に戦火を受け、多くの堂宇が消失したという。

今回の調査では「秦楽寺城」の濠とみられる遺構や井

戸を検出し、約40箱に及ぶ瓦が出土した。瓦の多くは被

熱による変形・変色・煤の付着がみられる。落城後の灰

鮭処理として、破損した瓦を濠に廃棄したのかもしれな

ヤ`。
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6.法責寺斎宮前遺跡 第 3次調査

調査地の位置 法貴寺斎宮前遺跡は、奈良盆地の中央、

標高48m前後の沖積地に位置する。今回の調査は遺跡南

端での下水道工事に伴うものである。調査地の南西側で

橿原考古学研究所が実施した第 7次調査では、弥生時代

中期の集落遺構を多数検出している。また、調査地北側

には字ウミノヘを中心とする中・近世の集落跡「舞ノ庄

遺跡」が拡がる。

調査の成果 北側の第 1ト レンチでは、中世の井戸 1基

を検出した。瓦質の井戸枠を伴う。一方、南側の第 2ト

レンチでは顕著な遺構を検出していない。

ま と め 調査の結果、北側の第 1ト レンチで中世の

集落関連遺構を検出したものの、南側の第 2ト レンチで

は顕著な遺構を検出しなかった。第 1ト レンチ付近まで

舞ノ庄遺跡と一連の中世集落が拡がっていたものである

う。

7.伊与戸遺跡 第 2次調査

調査地の位置 伊与戸遺跡は、奈良盆地の中央、標高56
m前後の沖積地に位置する。今回の調査は、遺跡東部で

の個人住宅建築に伴うものである。南側隣接地の伊与戸

公民館はもと会所寺で、館内には鎌倉時代前期の如来形

立像等が安置される。今回の調査地も以前は寺の敷地

だったとのことである。

調査の成果 江戸時代の溝及び屋敷地の排水溝、室町時
代後期の上坑・柱穴、鎌倉時代～室町時代頃の溝等を検

出した。室町時代後期の柱穴には、宝饉印塔台座が礎石

として使われていた。

ま と め 調査の結果、江戸時代の屋敷関連遺構、室

町時代後期の屋敷 (あるいは寺院)関連遺構を検出した。

また、鎌倉時代～室町時代頃の滞は、初瀬川旧流路の一

部が徐々に埋没していく過程で形成されたものとみられる。
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2.調査区全景 (東から)



8.阪手ホウズミ遺跡 第 1次調査

調査地の位置 阪手ホウズミ遺跡は、奈良盆地の中央、

標高51m前後の沖積地に位置する。これまで発掘調査は

おこなわれていないが、北東に弥生時代中期の方形周溝

墓群を検出した阪手東遺跡、西側に中世の寺院関連遺構

の可能性がある阪手仁王前遺跡などが隣接する。

今回の調査は、遺跡北端における個人住宅の建築に伴

うものである。建物建築予定地北西部に南北3.5m、 東西

2mの調査区を設定し、調査をおこなった。

調査の成果 調査区全体で、東西方向の中世素掘小溝 7

条を検出した。

ま と め 今回の調査では、顕著な遺構を検出するこ

とができなかった。遺物も少ないことから、遺跡として

は周縁部であるとみられる。ただし、中世素掘小溝群の

検出面は安定した黒褐色土層が拡がり、微高地が拡がっ

ていたと考えられる。

9,常楽寺推定地 第 6次調査

調査地の位置 常楽寺推定地は、標高47m前後の沖積地

に立地する。中世の史料にみえる「常楽寺」の推定地と

して設定された遺跡である。今回の調査は遺跡東端での

個人住宅建築に伴うもので、建築予定範囲の南西部に3.5

×2mの調査区を設けて調査をおこなった。

調査の成果 調査の結果、中世～近世遺構面及び近世遺

構面の 2面で素掘小溝群を検出した。ただし、それ以外

に顕著な遺構はみられず、調査地は中世以来の耕地であっ

た可能性が高い。

ま と め 今回の調査では、常楽寺関連の遺構を検出

することができなかった。付近には泥塔が多数出土した

塚跡があるが、本調査地まで塚関連の遺構は拡がってい

ないものとみられる。
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10.下ツ遭 第 3次調査

調査地の位置 今回の調査地は、西代集落の北端にあた

る。本地の南側約150mで実施した第 2次調査では中世の

河道堆積を確認したのみで、顕者な遺構は検出していな

調査の成果 浄化槽設置部分について調査をおこなった

ところ、近世の滞 1条 と近代の素掘小溝を検出した。床

土層直下はシルト層であり、第 2次調査の中世の河道堆

積に対応する層と考えられる。

ま と め 今回の調査においても、下ツ道に関連する

遺構・遺物は確認されなかった。河道堆積層に削平を受

けた可能性もあるが、状況は不明である。この河道は寺

川の堆積層と考えられ、出土遺物から室町時代頃に現在

の位置へ流れが変わったものと想定される。

11.― 宮森遺跡 第 1次調査

調査地の位置 宮森遺跡は、奈良盆地の中央、標高52m

前後の沖積地に位置する。今回の調査は、遺跡北端での

個人住宅開発に伴って実施した。擁壁部分で東西19m、

幅 lmの トレンチを設定し、調査を実施した。

調査の成果 調査により、東西方向の素掘小溝 1条を検

出した。中世～近世の耕作に伴う遺構であろう。また、

調査地全体が中世頃の落ち込みで、厚さ0.4m前後の堆積

層が調査地全体に拡がっていた。

ま と め 今回の調査では、顕著な遺構は確認できな

かった。平成19年度に西側隣接地で実施した下水道工事

に伴う立会調査では、弥生時代の遺物を検出している。

今回の調査でも弥生時代の遺物は出土しているが、遺構

を確認するには至らなかった。
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(2)試掘調査 。工事立会の概要

2008年度に実施した試掘調査は 1件、工事立会は20件で、第 7・ 8表に示すとおりである。団栗

山古墳隣接地では古墳時代の溝を検出した。位置関係からこの溝は団栗山古墳に伴う遺構ではなく、

新規確認の古墳と考えられる。

工事立会では、その多くが工事掘削の浅いものであったり、近世以降の撹乱を受けている状態で

あったりする場合が多く、ほとんど顕著な遺構を確認していない。このうち秦楽寺遺跡の工事立会 (R中

200815)1ま第 4次調査と併行しておこなった一連の溜池改修工事で、古墳時代や中世の遺構を確認

した。溜池東端では古墳時代後期の河跡を検出し、完形の須恵器大奏等が出土したことから、当時

期の地形を推定する上でも重要な成果が得られた。

第 6図 田原本町のの遺跡と試掘調査・工事立会地点
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第 7表 2008年 度 試掘調査一覧

遺跡名 調査地 原因者 原 因
進達番号

(田教文発)
進達日 調査日

査

積

調

面
担当者 遺物量

A
団栗山古墳

(S-200801)

田原本町矢部382番 1

西側道路
田原本町

道路改良

工事
20081120

2009 1 13

～  121
２ｍ 清水 1箱

YI■ |・ヽ
1.調査地点の位置
(1:5,000)

I.田原本町の埋蔵文化財

X=-162,040

IS・
1/150

団栗山古墳 試掘調査 (S‐ 200801)

調査地の位置 団栗山古墳は、奈良盆地の中  ―

央、標高50m前後の沖積地に位置する全長50

m前後の古墳である。昭和11年の道路敷設工  J

事時に土取りがなされ、高さ約3.6mの墳丘の

大半が削平された。この時出上した遺物には

須恵器、蛇行状鉄器、竜雀銀頭、馬具等があ

り、いずれも東京国立博物館に収められてい

る。

今回の調査は、古墳の西側約70mで実施し

た道路改良工事に伴い、団栗山古墳に最も近

接する延長30m及び工区南端付近の延長 5m

で試掘調査をおこなった。調査区の幅は約 lm

である。

調査の成果 調査の結果、調査区北側で北西―南東方向の古墳時代後期
の溝 1条を検出した。幅2.5m、 深さ0.8m。 また、中世の小溝群を調査区

全体で検出した。基本的に南北方向で、耕作に伴う溝とみられる。

ま と め 調査の結果、古墳時代の溝 1条を検出した。この溝の位置
づけについては検討を要するが、団栗山古墳の周辺には「タカツキ古墳」

などの古墳推定地が点在しており、周辺に展開する古墳群の一部である

可能性も考えられる。なお、遺跡の異動届は平成21年度におこなってい

る (年報19所収予定)。
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第 8表 2008年度 工事立会一覧
遺跡名 調査地 原因者 工事の目的

進達番号

(日敦文発)
進達日 立会者 調査 日 内 容

1
十六面 薬王寺
(苺 200801)

田原本町薬王寺544-1
ファース ト住建

(株)

分譲住宅の

建築
2008 4 28 清水 20085 2( 掘削浅 く、地下遺構は不明。

2
法貴寺
(R200802)

田原本町法貴寺461 個人
個人住宅の

建築
2 2008 4 10 清水 2111186 1て

預著な遺物散布はみられない。全体が

■世～近世の河跡堆積。

3

遺物散布地

11-C-039
(Rワ00803)

田原本町平野123

南側道路 lL
田原本町長 下水道工事 200&424 奥谷

2008 6 2〔

～ 7 3

下水道立坑及び本館理設時の開削工事

に立会。近世～現代溝、中世 ?堆積層
を検出。

4
下ツ道
(R200804)

田原本町唐古503

南側道路
田原本町長 下水道工事 2008424 奥谷 2008 7 1

深さ08mに 弥生時代の遺物包含層と考
えられる褐色砂質土層。遺物出土せず。

5

舞ノ庄

法貴寺斎宮前

(降 200805)

ヨ原本町法貴寺673

南側道路礼
田原本町長 下水道工事 2008424 奥谷

2008 7 3
-112( 朱さ23mの 工事床面まで現代盛土。

6
唐古・鍵

(降 200806)
]原本町唐古531-5 個人

畑転作に伴
う造成

74 2111187 17 奥谷 200872Z
擁壁工事に立会。大半が既設水路によ

り削平をうける。

7
唐古 '鍵

(臣 200807)
]原本町唐古532-2 唐古自治会長 擁壁工事 76 2008 7 17 奥谷 200872を

擁壁工事に立会。深さ02mの掘削で盛
土内。

8
法貴寺斎宮前

(降 200808)

ヨ原本町法貴寺

17守 -4他 北側道踏 田原本町長 下水道工事 46 2008 6 30 清水
200872〔
～ 72〔

溜池堤防での下水道管埋設工事。堤防盛

上の高さカミ判明。ほか顕著な遺構なし。

9
十六面・薬王寺

(R200809)
田原本町十六面5ユ ー 1

スケーター

(株 )
倉庫の建築 32 2008 5 13 清 水 2008 8 2t

l■基礎掘削時に立会。過去の境乱によ

り、遺構は確認できない。

10
羽子田
(Rワlll1810)

日原本町319'320
合併 3

個人
個人住宅の

建築
4 2008 4 17 奥谷 200810 2

基礎掘削時 に立会。深 さ02～03mの
掘削で撹乱土層内。

11
伊与戸

(Rワ00811)
田原本町伊与戸地内 田原本町長 下水道工事 20 2008424 奥谷

清水

2998103(
～ 111〔

下水道立坑及び本管埋設時に立会。集

落内の道路の大半は近世大滞を埋め立

てて作 られている。

宮古北
(降 2008■ )

田原本町宮古353-1 (株)関西
メディコ

浄化槽の設

置
64 200&714 奥谷 200811 6

浄化槽の撤去・設置工事に立会。深さ

■5mで地山層を確認。遺構なし。

13
十六面 薬王寺
(【 200813)

田原本町十六面310-1 田原本町長 下水道工事 84 200&813 豆谷 200812 3 深さ08mの 掘肖J、 旧本田耕土層まで。

寺内町
(降 200814)

田原本町619-1-2620 個人
賃貸住宅の

建築
200811 4 清水 2008128

建物基礎掘削時に立会。掘削は深 さ

025m前後で、現代境乱層内にとどま
る。

秦楽寺

(降 200815)
田原本町秦庄236-l 田原本町長 溜池の改修 2007 1 24 奥谷

20081227
～ 121

秦楽寺遺跡第 4次調査と併行しておこな
われた溜池内の浚渫工事。南西―北東方

向の古墳時代後期河跡からは須恵器大甕

が出土。他、中世井戸等を確認

阪手ホウズミ
(R200810

田原本町阪手452-] 個人
個人住宅の

建築
2111181110 清水 20091 7

宅地造成に伴う擁壁工事に立会。掘削

は深さ05m、 中世包含層直上まで。

17
佐味
(R21111817)

田原本町満田411-2 個 人
個人住宅の

建築
2111181016 清水 200912,

浄化槽設置に伴い立会。掘削深さは1〔

m。 顕著な遺構・遺物なし。

(R21111818)
田原本町159-8 田原本町長

駅前整備事
業

水

谷

清

奥
2009 1 2モ

ボックスカルパー ト設置工事に立会。

南北方向の現代大溝のほか、顕著な遺

構なし。

丹波山

(Rワ00819)

田原本町法貴寺
984-2,985-2,987-2

倉橋溜池土地

改良区
水路の改修 20081211 清水

2009 3 11

-311

コンクリー ト水路の撤去・開削工事に

立会。近代 ?水路堆積土内にとどま
る。

秦楽寺

(鷺 200820)
田原本町秦庄225-3 個 人

個人住宅の

建築
20061216 清水 2009 3 1(

浄化槽設置工事に立会。厚い中世 ?遺

物包含層を確認。深さ lmで 中世遺構
検出面か。
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Ⅱ.資料の整理と活用・普及

1.文化財資料の整理・保管

(1)埋蔵文化財の整理・保管

平成20年度の発掘調査・試掘調査等に伴い保管した埋蔵文化財は、遺物コンテナ約103箱 とナイロ

ン袋他で、遺物量は前年度より約45箱少ない。本年度の中で全体の4/5を 占めているのが秦楽寺遺跡

第 4次調査である。この調査は秦楽寺北側での調査で、中近世の瓦が多量であったことによるもの

である。また、この調査では、古墳時代の玉作 り関連遺物の出上に伴い、遺物包含層の土壌を上嚢

袋1,500袋持ち帰り、当年度において約1,100袋 を l lmの舗いかけによる水洗をおこなった。しかし、

残りの上壌水洗と玉の選別作業は後年度に持ち越すことになった。また、平成19年度に実施した同

遺跡の第 3次調査から出土した玉作り遺物17箱分 (l llullの 飾いかけ後の上壌)の選別作業は当年度

に実施し終了した。この遺跡以外の遺物洗浄は終了し、分別収納をおこなった。全体の種別内訳と

しては、中近世の上器類が大半を占めた。この他、木製品等があるが、わずかである。

※遺物量の表記の箱とは、長さ56cm。 幅36cm・ 深さ15cmの容量を標準として換算している。また、「ナ中・小」

は、ナイロン袋の中・小の大きさを表している。
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【埋蔵文化財保管数】

調査

番号
遺 跡 名 調査 次 数 遺 物 明 細

遺 物 量

現場後
洗浄後

(土器・瓦)

H2001 常楽寺推定地 第 6次調査 土師器・瓦器・瓦質土器等 1箱 1箱

H20-02 下ツ道遺跡 第 3次調査 土師器・瓦等 ナ小 6袋 ナ小 5袋

H2003 羽子田遺跡 第34次調査 弥生土器・上師器・須恵器・埴輪等 3箱 3箱

H20‐04 宮森遺跡 第 1次調査 弥生土器・土師器・瓦器等 1箱 ナ小 3袋

H20‐05 唐古・鍵遺跡 第104次調査 遺物無

H2C106 阪手ホウズミ遺跡 第 1次調査 土師器・瓦器・近世陶磁器等 1箱 ナ小 4袋

H2007 法貴寺斎宮前遺跡 第 3次調査 土師器・瓦質土器・木製品等 6箱 6箱

H20Ю8 唐古・鍵遺跡 第105次調査 弥生土器・近世陶磁器・銭・石器等 1箱 ナ小10袋

H20‐09 唐古・鍵遺跡 第106次調査 弥生土器・土師器・瓦質土器等 1箱 1箱

H20-10 伊与戸遺跡 第 2次調査 土師器・瓦質土器・石製品等 3箱 3箱

H20‐ 11 秦楽寺遺跡 第 4及調査
土師器・須恵器・瓦器 。中世陶器・近世陶磁器・

瓦・木製品・石製玉頚未成品・ガラスニ等
83箱 洗浄中

S‐200801 団栗山古墳 試掘調査 土師器・須恵器・瓦 1箱 1箱

R200815 秦楽寺遺跡 工事立会 土師器・須恵器・黒色土器・瓦器等 2箱 2箱

T200801 秦楽寺遺跡 踏  査 土師器・須恵器 。瓦器・瓦・石器等 ナ小 7袋 ナ小 7袋



【平成20年度調査の遺物種と数量】

調査呑号 遺 跡 名 調 査 次 数

土
　
製
　
品

焼
　
土
　
塊

木
　
製
　
品

石

製

品

骨
　
製
　
品

金
　
属
　
器

銭
　
貨

ガ

ラ

ス
木 石

獣
　
骨

・
只

種
　
子

炭
　
化
　
米

H20-01 常楽寺推定地 第 6次調査 l 1 ユ

H20‐02 下ツ道遺跡 第 3次調査 l l

H20-03 羽子田遺跡 第34次調査 8 4 2 l l 1

H21104 宮森遺跡 第 1次調査 2

H21107 法貴寺斎宮前遺跡 第 8次調査 □ 6 1 2

H2008 唐古・鍵遺跡 第105次調査 ]

H20‐ 09 唐古・鍵遺跡 第106次調査 l 2 l

H20■0 伊与戸遺跡 第 2次調査 2 2 l 7

H20‐ 11 秦楽寺遺跡 第 4次調査 ○

S-200801 団栗山古墳 試掘調査 2

R‐200815 秦楽寺遺跡 工事立会 2 3 1

T200801 秦楽寺遺跡 踏   査 2

※少量遺物は、複数次数あるいは複数遺跡をまとめて分別収納しているため、コンテナ量で表すことができない

ので、有 (○)無 (― )で示した。また、数量は点数であるが、□内の数字はコンテナ量である。

秦楽寺遺跡第 4次調査 土壌水洗
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【平成20年度調査の図面。写真の保管数量l

調査番号 遺 跡 名 調査 次 数

図 面

35mm

カラーポジ モノクロネガ

現場 遺物 シート数 コマ数 シート数 コマ数

H20-01 常楽寺推定地 第 6次調査 2 2 1

H20‐02 下ツ道遺跡 第 3次調査 3 2 l

H20‐ 03 羽子田遺跡 第34次調査 5

H20-04 宮森遺跡 第 1次調査 2 l

H2C105 唐古・鍵遺跡 第104次調査 l l 8 l 8

H20116 阪手ホウズミ遺跡 第 1次調査 2 l

H20117 法貴寺斎宮前遺跡 第 8次調査 2 l

H20C18 唐古・鍵遺跡 第105次調査 5 3

H20‐ 09 唐古・鍵遺跡 第106次調査 2 l

H20‐ 10 伊与戸遺跡 第 2次調査 4

H2011 秦楽寺遺跡 第 4次調査 626

S‐200801 団栗山古墳 試掘調査 6 5

計

Ⅱ.資料の整理と活用・普及

(2)資料の撮影と写真・図面のデジタル化

写真撮影は、十六面・薬王寺遺跡の木棺等と企画展に伴う遺物の撮影をおこなった。また、羽子

田遺跡と十六面 。薬王寺遺跡の発掘調査の遺構写真と唐古・鍵考古学ミュージアムの展示品写真の

デジタル化をおこなった。

〔写真撮影一覧】

―-19-

名 称 資料名・内容 フィルム (4× 5) カット数 備 考

十六面・薬王寺遺跡 木棺
カラーポジ

モノクロネガ

2

5
報告書用

唐古・鍵遺跡 弥生土器 (文様 ) カラーポジ 秋季企画展

田原本寺内町遺跡

平野氏陣屋跡
摺鉢・焼塩壼・石板等 カラーポジ

春季企画展
秦楽寺遺跡 玉作 り関係・瓦 カラーポジ 3

柳本陣屋跡他 家紋瓦・染付大皿他 カラーポジ 9

計

カラーポジ

モノクロネガ

52カ ット

5カ ット



〔デジタル化一覧】

内 容 カラーポジ (4× 5) 成果品

羽子田遺跡 第30'31次調査

十六面・薬王寺遺跡 第24次調査
発掘調査遺構写真 21枚 DVDl枚

唐古・鍵遺跡 ミュージアム展示品 85枚 DVD2枚

古文書 豊臣秀吉感状 9枚 DVDl枚

田原本寺内町遺跡他 春季企画展写真 22オ文 DVDl枚

計 137枚 DVD5枚

(3)資料の寄贈・購入と図書の受領

吉川元明氏より資料の寄贈を受けた。また、体験学習用教材 (備品)と して、桜ケ丘 4号銅鐸の

復元品を④和銅寛より購入した。

資料名 登録番号 長 さ (cm) 幅 (cm) 高さ (cm) 重 量 (g) 備考

褐鉄鉱 MX― 標本 -00H 9.5 10.8 8 594.1 産地不明 。一部欠

復元銅鐸 MR― 復元 -0093 21.8 14.3 39.4 3,539 舌含・桜ケ丘 5号銅鐸

褐鉄鉱

平成20年度は、関係諸機関 。個人 (289機関等 )

の購入は13冊である。

〔受領図書】

復元銅鐸

から1,158冊の図書の寄贈を受けた。また、図書

分 類 報告書 概 報 現説資料 年 幸R 館 報 図 録 パンフレット 紀 要 会 報

冊 数 654 80 7

分 類 論文集 たより 発表資料 単行本 雑誌 日 録 その他 合 計

冊 数 7 7 刀
士 1,158

※上記冊数には、 2部以上の寄贈123冊を含んでいない。※ ( )の数字は、CD― ROM l枚、DVD3枚の内数である。

―-20-―



Ⅱ.資料の整理―と活用こ普及

2.遣跡・文化財の保1護

(1)史跡の公有化

唐古。鍵遺跡は、平成11年 1月 27日、唐古池を中心とする範囲の鑑95773∬ (159筆)についてEl

の史跡指定を受けた。また、平成14年 12月 19日 には、鍵地区において検出した弥生時代申期初頭|の

大型建物跡部分を含む1,85■93∬ (i鑢番 2他 7筆)を、平成20年 3月 28日 には1次指定を受けた

南端の一部と平成14年の追加指定を受けた土地の1東側隣接地について、追加指定を受けた。この結

果、唐古・鍵遺跡の指定面積は、102,248.98貧になった。

平成20年度の公有化は、396.69ど で、螢 有4ヒ面積の約98%となった (唐古池、里道、水路除ぐ)。

唐古・鍵遺跡の指定地状況
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【史跡の公有化面積】

年 度 地 番 面 積

11～19年度

唐古 50番 2ほか計 78筆

鍵  225香 1ほか計 50筆
温ユ79,■ゴ

20年度 働と   300串酢1 1筆 39∞ 9コ置

合 計 計129筆 69,375.80だ



(2)町指定文化財

平成20年度において、

当審議会の答申を受け、

た。

下記文化財の古文書 1件 (2通)を田原本町文化財保護審議会に諮問した。

町の指定文化財として台帳に登録した。これで町指定文化財は、 4件 となっ

―-22-一

〔田原本町文化財保護審議会 委員】

分  野 氏名 備考

建  築 林 清三郎 委員長

考古学 石野博信

考古学 寺澤 薫

歴  史 和田 率

歴  史 谷山 正道

彫 刻 鈴木 喜博

審議会風景

〔町指定文化財一覧】

台帳番号 種  別 名称 及び 員数 所 有 者 時 代
指定

年月日

1

有形文化財

(考古資料 )

「楼閣」が描かれた土器片 3点

唐古・鍵遺跡第47・ 77次調査出土
田原本町 弥生時代 (中期 )

平成20年

3月 24日

有形文化財

(考古資料 )

翡翠製勾玉と鳴石容器 (蓋付)一 式

唐古・鍵遺跡第80次調査出土

1.翡翠製勾玉    2点

1.鳴石容器     1点

1.容器蓋 (土器甕片)1点

田原本町 弥生時代 (中期 )

3
有形文化財

(彫刻 )
木造十一面観音立像  一躯

法貴寺

自治会

室町時代

(天文10年 /1541年 )

4
有形文化財

(古文書 )

平野権平 (長泰)宛豊臣秀吉感状

1.平野権平宛羽柴秀吉判物

(天二十一年六月五日)折 紙 1通

2.平野権平宛豊臣秀吉朱印状

(文禄四年人月十七日)折 紙 1通

附 J又納箱 内箱・外箱

包紙 (2は 2枚有り)

福岡洋介

1。 安土桃山時代

(天正11年 /1583年 )

2.安土桃山時代

(文禄4年′/上 595年 )

平成20年

12月 17日



1.平野権平

種    別

名称及び員数

所  在  地

所  有  者

所有者の住所

法    量

Ⅱ.資料の整理と活用・普及

(長泰)宛豊臣秀吉感状

有形文化財 (古文書)

平野権平 (長泰)宛豊臣秀吉感状

1.平野権平宛羽柴秀吉判物 (天正十一年六月五日)折 紙 1通

2.平野権平宛豊臣秀吉朱印状 (文禄四年八月十七日)折 紙 1通

附収納箱 内箱・外箱 包紙 (2は 2枚有 り)

磯城郡田原本町434番

福岡洋介

磯城郡田原本町434番

1. 用た31.7c皿・横50.2cm

2. 縦46.3cm・ 横66.5cm

l.安土桃山時代 (天正11年 /1583年 )

2.安土桃山時代 (文禄 4年/1595年 )

本町の歴史、とりわけ近世の歴史は、田原本村に陣屋を構え、町場の育成を図

るとともに、本町域内に所在した5000石の領地の支配をおこなっていた旗本平野

氏の存在を抜きにして語ることはできない。

後に本町域内に知行地を与えられるようになる平野権平 (長泰)は、尾張国の

出身で、羽柴 (豊臣)秀吉に仕え、天正11年 (1583)4月 の践ヶ岳の合戦では、

福島正則・加藤清正らとともに「七本槍」の一人として活躍し、その名を天下に

とどろかせた。

1は、この合戦で軍功をあげた権平に対する秀吉の感状 (同年 6月 5日付)で、

褒美として「三千石」の知行を宛行うとされている。このとき宛行われたのは、

本町域内の村々ではなかったが、著名な「賤ヶ岳の七本槍」の一人に対する秀吉

の感状として、全国的にも注目される史料である。

権平は、その後秀吉の勘気をこうむり、知行高も1000石に減らされていたが、

大和国総検地がおこなわれた文禄 4年 (1595)に 賤ヶ岳の旧功を嘉賞され、4000

石を加増されるようになった。

2は、このときの豊臣秀吉の感状 (同年8月 17日付)で、加増に伴って権平の

知行高は5000石となった。残念ながら、 2の文中に「別紙」とある知行「目録」

の現物は残っていないが、その写 (同年 9月 21日付)に よれば、「十市郡」の「佐

昧付」「竹田村」「保津村」「田原本村」「薬王寺 (村 )」「神 (秦)楽寺村」「飯高村

之内」で合わせて「五千石」となっている。この後、分村によって満田・十六面・

九品寺の 3ケ村が成立し、平野氏領は10ヶ村となるが、惣領地高は慶応 4年 (1868)

7月 に倍増し田原本藩が成立するまでは不変であった。 2は、本町域内に平野氏

領5000石が成立するに際して出された感状であり、本町にとって大変貴重な史料

といえる。

―-23-―
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平
野
権
平
宛
羽
柴
秀
吉
判
物

（田
原
本

・
福
岡
洋
介
文
書
）

今
度
三
七
殿
依
謀
叛
、

濃
州
大
柿
令
居
陣
候
処
二
、

柴
田
修
理
亮
至
柳
瀬
表

罷
出
候
条
、
為
可
及

一
戦

一
騎
懸
馳
向
候
之
処
ェ
、

心
懸
深
付
而
、
早
懸
着
一語

秀
吉
終
眼
前
合

一
番

鑓
、
其
動
無
比
類
候
条
、
為

褒
美
三
千
石
宛
行
詑
、

弥
向
後
奉
公
之
依
忠
勤

可
遣
領
知
者
也
、
依
如
件

天
正
十

一

六
月
五
目
　
　
秀
吉

（花
押
）

平
野
権
平
殿

平野権平宛羽柴秀吉判物

平
野
権
平
宛
豊
臣
秀
吉
朱
印
状

（田
原
本

・
福
岡
洋
介
文
書
）

為
加
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Ⅱ.資料の整理と活用・普及

3.講 座

成人向けの講座として、考古学実践講座の中級編と実験考古学編を計 5回実施した。また、小中

学生向けの体験講座を夏休みと春休みに、親子参加体験イベントを秋に開催した。
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〔考古学実践講座】

実 施 日 講 座 名 内  容 講 言市 受講者数

6月 14日 (Jヒ )

講座Ⅱ

中級編

魏志倭人伝と

考古学

『魏志』倭人伝とは 本館 河森 33埼ζ

7月 12日 (土 ) 倭人の風貌 本館 藤田 36名

8月 9日 (土 )
東夷世界の建築文化と

「楼閣」絵画
本館 河森 33猾ζ

2月 7日 (土 )
講座Ⅲ

実験考古学編
石器をつくる

縄文・弥生時代の石器 本館 藤田 20名

3月 7日 (土 ) 石器をつくる (実習)
香芝市教育委員会

佐藤良二氏
19名

5日 間 5講座 141名

【チャレンジ子ども弥生探検隊】

実 施 日 内  容 会 場 参加者数

7月 25日 (金 )

体験講座

埴輪づくりに挑戦 陶芸室 21名

8月 6日 (水 ) 埴輪づくりに挑戦 陶芸室 27名

8月 20日 (水 ) 勾玉づくりに挑戦 陶芸室 254旨

3月 25日 (水 ) 土器の復元に挑戦 陶芸室 234彗

11月 29日 (土 )
弥生生活体験

イベント
お米の脱穀・赤米炊飯・火熾し 唐古・鍵遺跡現地 親子33名

5日 間 7メ ニュー 129名

考古学実践講座Ⅲ

¶ け
埴輪づ くりに挑戦



4.学校教育への支援

(1)小学校出前授業・教材貸出

町内各小学校からの依頼を受け、総合的学習の時間及び社会科・家庭科等の授業として、以下内

容の出前授業をおこなった。特に北小学校では、 5年生の家庭科において「貫頭衣づくり」が実践

された。

中学校では社会科の授業用教材として、高取中学校へ籾圧痕土器や炭化米など13点の遺物・複製品。

写真パネル等を貸出した。

【出前授業】
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実 施 日 学校・学年 児 童 数 内  容

4月 28日

南小学校 6年 2ク ラス (46名 )

唐古・鍵遺跡の説明

11月 14日 土器づくり

12月 4 日 土器の野焼き。火熾し

5月 16日

北小学校  6年 2ク ラス (42名 )

土器づくり

6月 6日 火熾し。赤米炊飯・脱穀

6月 27日 勾玉づくり ,土器の野焼き

10月 22日 食育 (弥生の食のはなし)

10月 8日

北小学校  5年 2ク ラス (48名 ) 家庭科「貫頭衣づくり」
10月 22日

5月 14日

平野小学校 6年 2ク ラス (63名 )

土器づくり

5月 20日 唐古・鍵遺跡の現地説明・ミュージアム説明

6月 20日 土器の野焼き。火熾し

12日 間 8ク ラス (延べ591名 ) メニュー延べ17

小学校出前授業 (北小学校 ) 小学校出前授業 (南小学校)



Ⅱ.資料の整理と活用・普及

(2)中学校職場体験学習

中学生の職場体験学習として、田原本中学校・北中学校の生徒を受け入れ、文化財保存課と唐古・

鍵考古学 ミュージアムで体験学習を実施 した。

【体験学習】

中学校職場体験学習 (北中学校)        中学校職場体験学習 (田原本中学校)

(3)大学の学外授業

博物館実習として、大学生 4名 を受け入れ、下記内容の授業をおこなった。また、奈良大学の通

信教育の課外授業として、 4回受け入れた。
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期  間 学 校 名 内  容 人 数

11月 5。 6・ 7日 北中学校
土器洗浄・遺物選別・石器の整理

土器拓本・ ミュージアム受付

4名

11月 11・ 12・ 13日 田原本中学校 4名

6日 間 2学校 10メ ニュー 延べ24名

鞠 琴
―

鐘 ―扱

中学校職場体験学習 (田原本中学校)

【博物館実習】

実 施 日 内 容 受講者数

9月 2日 (火 ) ミュージアムの概要 (ガイダンス)。 写真撮影方法

同志社大学 3名

京都女子大学 1名

計  4名

9月 3日 (水 )
夏季 ミニ展示の片付け

遺物収納の仕方と展示遺物カードの作成

9月 4日 (木 ) 遺物の写真撮影方法 。子供向け解説シートの作成

9月 5日 (金 ) ホームページ・解説パネル・チラシの作成

4日 間 廷べ16名



【学外授業】

実 施 日 内 容 人 数

7月 20日 (日 )

奈良大学 通信教育過程「文化財学講読Ⅱ」

唐古・鍵遺跡の現地説明

唐古・鍵考古学ミュージアムの概要説明・展示品解説

120名

8月 30日 (上 ) 59名

2月 14日 (土 ) 234ζ

3月 14日 (土 ) 25名

4日 間 計227名

(4)講師の派遣

上記以外に、教育委員会等の事業として下記のとおり職員を派遣した。
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実施日 講座名等 人数 演   題 講  師

6月 18日 (水 ) 磯城郡小学校社会科研究会 12名
総合的な学習における唐古・鍵遺

跡の活用
藤 田 三R呂

7月 9日 (水 ) 高齢者学級 (生涯学習課) 122名 食文化を通してみた日本と中国 河森 一浩

2月 13日 (金 ) 郷上の歴史教室 (生涯学習課 ) 654ζ 銅鐸をつくる 藤田 三真呂

博物館実習 奈良大学通信教育



Ⅱ.資料の整理と活用・普及

5。 刊行物一覧

本年度は、下記 5点の書物を印刷 。増刷した。

【刊行物名】

なお、印刷発注はおこなわなかったが、下記の展示解説シートを作成した。

夏季ミニ展示解説シート『田原本の遺跡Vol.4 唐古・鍵遺跡―古墳と中世居館―』

(2008年 7月 )

冬季ミニ展示解説シート『ミュージアムの収蔵品Vol.4 石の道具―弥生から近世まで一』

(2009年 1月 )

藩古・鍵考古学ミュージアム

ミュージアムコレクション

隠―顧轟簿壼筵錢
議嬢攀韓 鍛籐解

.窯―|「
畷療本聴教育委曇会
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書 籍 名 発行 日 部 数 内  容

唐古・鍵考古学ミュージアム

春季企画展図録『瓦に込めた願い』
2008年 4月 3,000吉ト

町内寺社の鬼瓦と記名鬼瓦の紹介

平成19年度の発掘調査成果

唐古・鍵考古学ミュージアム

秋季企画展図録『弥生デザイン』
2008年 10月 3,000吉呂

弥生～古墳時代の考古遺物に描かれた文様

を紹介

田原本の遺跡 4 弥生の絵画 2009年 1月 2,000音Б 第 2刷

唐古・鍵考古学ミュージアム

Fミ ュージアムコレクション V012』
20094F3月 立

ロ

町広報 (平成18年 9月 号～平成21年 1月

号)に掲載したミュージアムコレクション

の補訂版

F田原本町文化財調査年報17 2007年 度』 2009年 3月 700吉隅 平成19年度の文化財事業の報告



6.資料の活用

(1)資料の貸出

平成20年度は、10機関に延べ15遺跡207点の遺物等を貸出した。貸出内容は、唐古・鍵遺跡の出土

品が半数を占める。唐古・鍵遺跡では絵画土器の貸出が多い。また、石器の点数が多いが、これは

秦楽寺遺跡の玉作り関係遺物を一括貸出したことによるものである。

―-30-一

【資料貸出一覧】

貸出先/展覧会名/期 間 遺跡 名 資料 名 点数

九州回立博物館

交流展示『海の道、アジアの路』(短期貸出)

【貸出期間】平成20年 4月 8日～平成21年 2月 13日

唐古・鍵遺跡

伊勢湾岸地方の壷 (1)。 伊勢湾岸地方の厚口鉢

(1)・ 近江地方の発 (1)・ 土製勾玉 (1)。 銅鏃

(1)

5

九州国立博物館

交流展示『海の道、アジアの路』 (長期貸出)

【貸出期間】平成20年 4月 8日～平成22年 3月 38日

唐古・鍵遺跡

弥生中期高郭 (1)。 弥生中期鉢 (1)・ 弥生中期広

回壷 (1)・弥生中期奏 (1)・弥生中期水差形土器 (1)・

長顎壷 (8)。 絵画土器片 (4)・ 絵画土器 (4)・ 絵

画土器 (レプリカ)(1)・ 銅鐸形土製品 (1)・ 流紋

岩石庖丁 (1)・結晶片岩石庖丁 (1)・頁岩石庖丁 (1)・

平鍬 (1)・ 一木鋤 (1)・ 竪杵 (1)・ 横槌 (1)・ 方

形容器 (1)・ 匙 (1)・ 合子 (1)・ 合子蓋 (1)・ 盤

(1)・ 楼閣が描かれた絵画土器 (レプリカ)(2)。

大型土製鋼鐸鋳型外枠 (1)・土製武器鋳型外枠 (1)。

土製不明鋳型外枠 (1)・ 高郭形土製品 (1)・銅鏃 (2)・

鉱津付真土 (1)・送風管 (2)・褐鉄鉱容器 (レプリカ)

(1)・褐鉄鉱容器蓋 (レプリカ)(1)・ 翡翠製勾玉 (レ

プリカ)(2)

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

春季特別展『はにわ人と動物たち一大和の埴輪ダイ

ジェストー』

【会  期】平成20年 4月 19日 ～ 6月 15日
【貸出期間〕平成20年 4月 9日～6月 25日

笹鉾山 2号墳
1号人物埴輪 (1)。 1号馬形埴輪 (1)。 笠形木製

品 (2)
4

小阪里中遺跡 巫女形埴輪 (1) 1

羽子田遺跡 盾持人埴輪 (2) 2

唐古・鍵遺跡 馬形埴輪 (1)。 家形埴輪 (1)。 1号蓋形埴輪 (1) 3

保津・宮古遺跡 盾形埴輪 (1) l

奈良国立博物館

特別陳列『建物を表現する一弥生時代から平安時代ま

で一』

【会  期】平成20年 6月 14日～7月 13日
【貸出期間】平成20年 5月 21日～7月 25日

唐古・鍵遺跡 絵画土器 (3)・ 楼閣が描かれた絵画土器 (3) 6

清水風遺跡 絵画土器 (1) 1

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

速報展『大和を掘る26-2007年度発掘調査速報展一J

〔会  期】平成20年 7月 19日～9月 7日
〔貸出期間】平成20年 7月 10日～9月 9日

秦楽寺遺跡

素材 (滑石)(24)・ 滑石票J片 (2)。 素材 (碧玉)

(3)・ 素材 (グ リーンタフ)(1)・ グリーンタフ

剣片 (2)・ 水品制片 (1)・ 琥珀Hll片 (1)・ 滑石製

双孔円板 (1)・ 滑石製勾玉未成品 (1)・ 流紋岩製

勾玉未成品 (1)・ 滑石製管玉 (1)・ 滑石製管玉未

成品 (2)・ 滑石製臼玉 (14)。 滑石製臼玉未成品

(241。 琥珀製九玉 (21・ 琥珀製丸工未成品 (5)・

砥石 (3)・ 玉砥石 (3)・ 台石 (1)
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太子町立竹内街道歴史資料館

平成20年度企画展『変貌するサヌカイト～その隆盛と

終焉～』

【会  期】平成20年 10月 1日 ～12月 7日
【貸出期間】平成20年 9月 23日 ～12月 14日

唐古・鍵遺跡
打製石剣 (2)・ 桜の度を紐状にして巻いた柄付き

の石小刀 (1)・ 鞘入り石剣 (1)・ 鞘 (1)
5

尼崎市立田能資料館

第38回特別展『弥生の技』

【会  期】平成20年 11月 11日～12月 14日
【貸出期間】平成20年 11月 4日～12月 19日

唐古・鍵遺跡

ガラス製丸玉 (2)・ ガラス製玉 (再加工品)(1)・

穂束 (1)。 高郭形土製品 (1)。 土製武器鋳型外枠

(3)・ 鉱津付真土 (1)・ 銅塊 (1)。 石製鋼鐸鋳型

片 (1)・ 石製銅鐸鋳型 (レプリカ)(1)・ 銅鏃鋳

型 (レプリカ)(2)。 上製鋼鐸鋳型外枠 (3)・ 送

風管 (3)

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

平成20年度特別陳列『牛にひかれて博物館』

【会  期〕平成20年 12月 13日～平成21年 1月 18日
〔貸出期間】平成20年■月19日～平成21年 1月 29日

平野氏陣屋跡 牛土製人形 (1) l

大阪府立弥生文化博物館

平成20年度冬季特別展『倭人がみた竜―竜の絵とかた

ち―』

【会  期】平成21年度 1月 24日 ～ 3月 15日
【貸出期間】平成21年度 1月 8日～ 3月 19日

唐古・鍵遺跡
絵画土器片 (2)・ 弧帝文を描いた広日壷 (1)。 長

顎壷 (2)・ 弧帯文を描いた台付小形壷 (1)
6

島根県立古代出雲歴史博物館

平成20年度企画展 F輝 く出雲ブランドー古代出雲の玉

作リー』

【会  期】平成21年 3月 7日～ 5月 18日
〔貸出期間】平成21年 2月 28日～6月 1日

唐古・鍵遺跡
水品製丸玉 (4)・ 翡翠製勾玉 (3)。 翡翠製丸玉

(1)・ 褐鉄鉱容器蓋 (1)・ 褐鉄鉱容器 (1)

10機関/廷べ会期期間日数401日 廷べ15遺跡 207点

【種別による貸出点数】

土器 埴輪 土製品 石器 木器 金属器
牙角

製品
ガラス 骨・貝 種・殻物

レプリカ

模型
総点数

9 6 3 1 8 207ォく

【資料の継続貸出】

貸出先/展示名/期間 遺 跡 名 資 料 名 点 数

香芝市二上山博物館  常設展示
【貸出期間】平成19年 4月 1日～平成20年 3月 31日

唐古・鍵遺跡
弥生土器壷・奏・高杯

槍先形石器
4点

大阪府立弥生文化博物館  常設展示
〔貸出期間J平成19年 4月 1日～平成20年 3月 31日

唐古・鍵遺跡 土弾 3点

2件 延べ 2遺跡 7点
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(2)写真掲載・撮影

写真の貸出及び掲載 (転載含む)は 39件89点であった。写真掲載の内容は、唐古・鍵遺跡の出土

品が中心で、「楼閣が描かれた土器片」や「復元楼閣」の利用度が高い。また、羽子田 1号墳の埴輪

も比較的多く許可した。
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【写真掲載・撮影一覧】

貸 出先 掲 載 書 籍 名称 (遺跡名) 資 料 名 点数

いクリエイテイブアダック
広報リーフレット「大和川クエスト

カード」
唐古・鍵遺跡 楼閣が描かれた土器・復元楼閣 2

学校法人河合塾 2008年度第 2回全統マーク模試 唐古・鍵遺跡 楼閣が描かれた土器・復元楼閣 2

産業新聞中国支社 日刊 産業新聞 連載「鉄は翼J 唐古・鍵遺跡 翡翠製勾玉を収めた褐鉄鉱容器 l

徳永 修 『週間 日本の仏像』 50号 多神社 大安万侶像 l

い雄山閣 『季干J 考古学』 104手テ 唐古・鍵遺跡 平鍬 。一本鋤 2

い同成社 『弥生時代の考古学』 第8巻 唐古・鍵遺跡

大型建物柱・大型建物平面図 ,第

65次調査遺構平面図・唐古・鍵遺

跡調査配置図

4

個人
第 9回田原本町少年野球親善大会パン

フレット
楼閣くんキャラクター ]

鳥取県埋蔵文化財センター
青谷上寺地遺跡フォーラム資料集『弥

生の至宝～花弁高イとその背景～』
唐古・鍵遺跡 蓋付高イ・蓋付四脚容器 2

帥ロム・インターナショナル 『古代史の謎がわかる本』 唐古・鍵遺跡 復元楼閣 1

青谷上寺地遺跡展示館 『弥生のファッション』パネル展示 唐古・鍵遺跡 さまざまな装身具・大麻製布切れ 2

大阪府近つ飛鳥博物館
秋季特別展『考古学からみた古代女

性』パネル展示・図録
唐古・鍵遺跡 鳥装の巫女が描かれた土器 1

朝日新聞奈良総局 F奈真を学ぶ』朝日新聞 唐古・鍵遺跡

長頚壷 (直線と曲線の記号)・ 広

口壺 (曲線の記号)・ 長顎壷 (直

線の記号)

3

い大塚製薬工場 雑誌『大塚薬報』2008年 10月号
唐古・鍵遺跡

市の様子想像図・唐古 。鍵遺跡復

元想像図・平鍬未成品
3

清水風遺跡 絵画土器 (盾 と曳をもつ人) l

太子町立竹内街道歴史資料館
平成20年度企画展 F変貌するサヌカイ

ト～その隆盛と終焉～』
唐古・鍵遺跡

鞘入り石剣・木製柄付石小刀・石

剣 (2)・ 打製石器の製作
5

nレ ジオン フリーペーパー『レジオン』 楼閣くんキャラクター 1

僻講談社 学術文庫『王権誕生』 唐古・鍵遺跡 楼閣が描かれた上器 1

大阪府立弥生文化博物館
平成20年度冬季特別展図録『倭人がみ

た竜一竜の絵とかたち―』
唐古・鍵遺跡

絵画土器 (龍 )(2)・ 絵画土器

(弧帝文)(2)・ 記号文土器 (2)
6

仰テレビマン 世界ぶしぎ発見 F那馬台国編』 唐古・鍵遺跡 復元楼閣 1

栃木県立なす風上記の丘資料館 Fとを考古学する』パネル展示 羽子田 1号墳 牛形埴輪 1

0/Jヽ学鈍 ビジュアル版『逆説の日本史』 唐古・鍵遺跡 楼閣が描かれた土器 1

い丸善 「日本のかたち百科』 唐古・鍵遺跡 弧帯文様をもつ壷 l

働キックオフプラス
(仮)F資料・日本の遺跡と遺産』第

1巻「縄文と弥生の遺跡」
唐古・鍵遺跡

復元楼閣・楼閣が描かれた上器・

石庖丁の製作工程・弥生土器の用

途と形・鍬と竪杵・鋤・土製鋳型

の外粋・装身具

鳥取県教育委員会

妻木晩田遺跡事務所
『社会科教育』ll月号

唐古・鍵遺跡 手を挙げる人物 (3) 3

清水風遺跡

盾と曳を持つ人物 (大)・ 手を挙

げる鳥装のシヤーマン模型・盾と

究を持つ人物模型



Ⅱ.資料の整理と活用・普及

(3)資料調査

本町所有・保管遺物について、下記の者による資料調査があった。調査は、唐古 。鍵遺跡の出土

品が中心である。

【資料調査】
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米子市歴史館
淀江歴史民俗資料館企画展

『実りの神々を求めて』パネル
唐古・鍵遺跡 銅鐸形土製品 1

n勉誠出版
『画面の神 ―々飛騨の宿艶伝承を追

う一』
清水風遺跡 盾と支を持つ人物

1

転載

奈良県立橿原考古学研究所

附属博物館

『牛にひかれて博物館一十二支の考

古学 丑―』図録
平野氏陣屋跡 牛形土製品 1

羽子田 1号墳 牛形埴輪 1

近鉄ニュース社 F近鉄ニュース』2009年 1月 号 羽子田 1号墳 牛形埴輪 1

財団法人 元興寺文化財研究所 平成21年度 年賀状 羽子田 1号墳 牛形埴輸 1

い東京美術 (仮 )『はにわのひみつ』
笹鉾山2号墳 飾馬と馬曳き人物・入墨の人物 2

羽子田 1号墳 入墨をした盾持人物 1

学びの支援コンソーシアム事務所
インターネットのデータベース『マ

ナビゲート』

唐古・鍵考古学

ミュージアム

唐古・鍵考古学ミュージアム入口

写真・復元楼閣
2

大阪府立弥生文化博物館
平成21年度春季特別展 F弥生建築―

卑弥呼のすまい一』
唐古・鍵遺跡 楼閣が描かれた土器・壁土・杉皮 3

い中央公論新社 『聖樹と古代大和の王宮』 唐古・鍵遺跡
ケヤキ原木の出土状況・翡翠製勾

王を収めた褐鉄鉱容器
2

鶴山川出版社
F日本史人物リブレット』1「卑弥

呼と蔓与J
唐古・鍵遺跡 復元楼閣・楼閣が描かれた土器 2

奈良県立民俗博物館 映像資料 F竹箕づくり』 唐古・鍵遺跡
箕の出土状況写真・農具の出土状

況
2

い河合出版 2010年マーク式総合問題集日本史B 唐古・鍵遺跡 楼閣が描かれた土器・復元楼閣 2

∩エデットサポ/い講談社 『週刊 世界百不思議』8号 唐古・鍵遺跡

木棺墓人骨・複顔模型・鳥装の巫

女模型・遺跡風景写真・翡翠製勾

玉

5

中央大学通信教育部 通信教育部教科書 F歴史 (日本史)』 唐古・鍵遺跡
唐古・鍵遺跡の環濠集落復元イラ

スト
1

仰エヌ・テイー・エス 『鳥の骨探』 唐古・鍵遺跡 鳥の骨格標本 1

朝日新聞社出版本部書籍編集部 『発掘された日本列島2009』 唐古・鍵遺跡
石製銅鐸鋳型・土製武器鋳型外

枠・土製不明鋳型外枠

39件 廷べ43遺跡等 89点

調 査 日 調 査 者 資 料 名

4月 9日 ～

12月 19日
東島沙弥佳 (奈良女子大学) 唐古・鍵遺跡 動物骨

6月 27日 キム・ディング (ベ トナム考古学研究所) 唐古・鍵遺跡 翡翠製勾玉
6月 29日 鋤柄俊夫 (同志社大学) 唐古 。鍵遺跡 弥生土器
7月 9日 金鐘萬 (国立扶餘博物館) 唐古・鍵遺跡 陶質土器
8月 19日 南健太郎 (熊本大学大学院) 唐古・鍵遺跡 巴形銅器他

8月 28日
山中一郎 (京都大学)

粟田薫 (富田林市教育委員会)
唐古・鍵遺跡 打製石曳と柄

9月 25日

11月 22日
丸山真央 (京都大学大学院) 唐古・鍵遺跡 魚骨

11月 23日 深澤芳樹 (奈良文化財研究所)ほか 唐古・鍵遺跡 絵画土器



7.ボ ラ ンテ ィア組織

(1)ボランテイア組織の概要

唐古・鍵遺跡を総合的に支援する任意ボランティア組織として、平成16年 4月 10日、「唐古・鍵遺

跡の保存と活用を支援する会」 (愛称 :唐古・鍵支援隊)が設立された。平成20年度の会員は、49名

である。

主な活動は、唐古・鍵考古学ミュージアムの展示説明ガイドや小学校の総合的学習の支援や子ど

も会等を対象とした考古学体験、ミュージアムヘの勧誘活動、文化財保存課 (ミ ュージアム)主催

事業への支援などがある。活動については、4月 の総会を経て、月例の運営委員会で検討され実施

されている。また、「ものづくり教室」の部会では、新しい仰験学習メニューの開発や体験学習教材

の整備など月 2回おこなわれている。

―-34-―

【唐古・鍵支援隊の支援活動】

活 動 日 内 容 主 催
支援

内容

活動

人数

4月 26日 ・ 5月 10日 ・6月 7日 ・

10月 26日         計 4日

春秋季企画展講演会・報告会・ガイ

ド研修会

文化財保存課

受付 6人

6月 14日 ・7月 12日 ・ 8月 9日

2月 7日 '3月 7日  計 5日
考古学実践講座 受付 10人

7月 25日 ・ 8月 6日 ・ 8月 20日

3月 25日        計 4日

チャレンジ子ども弥生探検隊 (埴輪づ

くり。勾玉づくり・土器復元)
支援 18人

11月 29日 弥生生活体験イベント 支援 16人

5月 14日 ・ 5月 16日 ・ 6月 6日

6月 20日 ・6月 27日 ・10月 1日

10月 8日 ・10月 22日 '11月 7日

11月 14日 。12月 4日   H111日

総合的学習 (上器づくり・火熾し。炊

飯・脱穀・貫頭衣づくり)

北小学校

平野小学校

南小学校

支援 78メ、

11月 2 日 文化祭 (絵画グラスアート) 生涯教育課 支援 10人

9月 19日 ・10月 12日 。12月 22日

計 3日

勾玉づくり

絵画グラスアート

西竹田・大木

各子ども会
支援 10人

10月 18日 ・10月 25日   ヨ+2日
かしはら探検隊 (火熾し,絵画グラス

アート)
橿原市教育委員会 支援 16人

延べ31日 8団体 164メ、



Ⅱ.資料の整理と活用・普及

【唐古・鍵支援隊の主要活動】

活 動 日 内 容 活動人数

4月 19日 総会 19年度事業報告・20年度事業計画等 26ノヘ、

毎月第 3土曜日 定例運営委員会 活動内容の相談・報告等 (延べ12日 ) 121人

4月 5日 ・10月 11日

3月 26日

唐古・鍵遺跡

現地ガイド

唐古・鍵遺跡の案内

(3日 /ガイド数145人 )
30ノ(

毎月第 2・ 4土曜日

臨時
ものづくり部会

体験学習用教材 (火職 し ,炊飯土器)の製作・整備 (延ベ

29日 )
184)、

ボランティアガイト

連絡会等

対外交渉

ボランティアガイド連絡会 (3日 /6人 )

リレープレウォーク関連 (7日 ノ/56人 )

ボランティア活動の講演 (1回 )

62ノ、

4月 19日 。1月 11日

2月 8日
講演会・学習会等 企画展説明会 (1回 )・ 談話会受付 (2回 ) 30ノ A、

延べ59日 453ノ(
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唐古・鍵考古学ミュージアム





皿.唐古・鍵考古学ミュージアム

1.企 画展 ・ ミニ展示

(1)春季企画展「瓦に込めた願い～田原本の瓦づくりと民間信仰～」

内 容 :田原本近在の近世瓦師名が残る鬼瓦等について、その作風と製作技法に注目し、近世手工

業生産とその流通を探った。また、阪手カハウト遺跡の調査で出上した瓦製祠も関連する

瓦細工として展示した。この企画展にあわせて「たわらもと2008発掘速報展」も開催し、

特に成果のみられた秦楽寺遺跡第 3次調査の玉作り関連遺物等を展示した。

期 間 :4月 19日 (土)～ 5月 25日 (日 )
入館者 :704名 (企画展のみ)

【展示構成と主要展示品】(展示総数141点 )

(I)近世の鬼瓦と瓦師 (ケース①～⑪)

鬼瓦 (津島榊社・多神社・蓮光寺ほか)

「興福寺」銘平瓦 (西氏所蔵)

(Ⅱ )近世の民間信仰と瓦製祠 (ケース⑫)

瓦製祠・灯明皿 (阪手カハウト遺跡)

(Ⅲ )速報展 I(ケース⑬)

土師器小皿・墨書礫 (寺内町遺跡)

(Ⅳ )速報展Ⅱ (ケース⑭⑮)

埴輸・土師器・須恵器 (羽子田遺跡)

(V)速報展Ⅲ (ケース⑭)

玉類 (製品・未成品)・ 砥石 (秦楽寺遺跡)

【展示ケースの配置】

団

鰯風鯵け
け口∴
期回日麗 我
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春期企画展チラシ

展示風景



【借用遺物】

寺社 名簿 資料名 点 数 所蔵者

津島神社 拝殿・社務所 鬼瓦・棟瓦 12点 津島神社

多神社 拝殿 鬼瓦 4点 多神社

鏡作神社 旧堂 鬼瓦・飾瓦 2点 鏡作神社

蓮光寺 本堂 鬼瓦・棟瓦・軒先飾瓦・鳥袋瓦 8点 蓮光寺

楽田寺 楼門 飾瓦 占
小
楽田寺

安楽寺 本堂 鬼瓦 2点 安楽寺

多観音堂 鬼瓦 3点 多観音堂

教安寺 本堂・善照寺 本堂 ,浄福寺 本堂・

光源寺 本堂・佛光寺・念仏寺 。中谷家
鬼瓦・軒先飾瓦 15点 中谷義弘氏

興福寺 南円堂 平瓦 1点 西 克晏氏

15寺社等 49点

【田原本町保管遺物】

遺 跡 名 遺 物 名 点 数

企

画

展

寺内町遺跡第10次調査 鬼瓦片 (3) 3点

阪手カハウト遺跡 第 1次調査 瓦製祠 (5)、 灯明皿 (13)、 蝋燭立 (1) 19点

速
　
報

展

寺内町遺跡第10次調査

弥生土器 (7)、 石鏃 (4)、 石槍 (1)、 石庖丁 (1)、 地鎮に使わ

れた土師器 (10)、 土師器 (6)、 墨書礫 (3)、 銅銭 (32)、 鉄銭

(6)、 キセル (1)、 毛抜き (1)、 銅製飾 (1)、 鉛玉 (2)

75=ミ

秦楽寺遺跡 第 3次調査

滑石素材 (一括)、 碧玉素材 (5)、 蛇紋岩素材 (1)、 グリーンタ

フ素材 (一括)、 琥珀剣片 (―括)、 ガラスHll片 (3)、 勾玉未成

品 (2)、 管玉未成品 (4)、 有Iし円板未成品 (1)、 自玉未成品

(38)、 丸玉未成品 (7)、 砥石 (6)

70'氣

法貴寺遺跡第 6次調査 不明銅製品 (1)、 寛永通宝 (8) 9点

羽子田遺跡 第31次調査 古式上師器 (8)、 須恵器 (3)、 円筒埴輪 (1) 12点

5遺跡調査分 34製品 188点

【関連イベント】

イベント名 内  容 日時・場所 参力Π人数

講 演 会

小林 章男氏 (文部科学省選定 保存技術保持者)
「棟端飾瓦 (鬼瓦)の起源」

中西 秀和氏 (奈良県文化財保護指導委員)

「日原本町の近世鬼瓦について」

4月 26日 (土 )

午後 1時～4時

視聴覚室

60ノく

報 告 会
清水 琢哉・奥谷 知日朗 (町文化財保存課技師)
「2007年度の調査成果～近世社寺を掘る。日原本の工作り～」

5月 10日 (土 )

午後 2時～ 4時

視聴覚室

25メ、
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Ⅲ.唐古・鍵考古学ミュージアム

展示風景 展示ケース⑦

講演会 (小林章男 氏) 講演会 (中西秀和 氏)

報告会 (清水琢哉) 報告会 (奥谷知日朗)
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(2)秋季企画展「弥生デザイン～原始・古代の文様～」

内 容 :さ まざまな器物に描かれた模様 (文様)は、装飾としての性格がみられるが、縄文時代か

ら古墳時代にかけての文様には特別な意味がなかったのか、という視点で展示を試みた。

なかでも弥生時代の流水文や鋸歯文、渦巻文、弧帯文等に注目し、土器の形と文様との関

係、特殊な器物と文様の関係から特別な意味を探った。

期 間 :10月 18日 (土)～ 11月 23日 (日 )

入館者 :671名 (企画展のみ)

【展示構成と主要展示品,(展示総数109点 )

(I)縄文から弥生へ (ケース③)

縄文土器・石刀・銅剣柄・工字文の弥生土器

(Ⅱ )弥生時代前期の文様 (ケース④)

彩文・木葉文・連続三角文

(Ⅲ )弥生時代中。後期の文様 (ケース①②⑤⑥)

流水文。渦巻文・鋸歯文 (土器・青銅器)

(Ⅳ )弥生から古墳へ (ケース⑦③③)

弧帯文 (長頸壼・特殊器台・弧帯文石・木製円板)

(V)古墳時代の文様 (ケース⑩⑪⑫⑬)

直弧文。鋸歯文 (埴輸・木製盾・木製柄)

【展示ケースの配置】

韓婁 匠コ
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秋季企画展チラシ

展示風景



Ⅲ.唐古・鍵考古学ミュージアム

展示風景 展示ケース⑥

展示風景 展示ケース①

展示ケース⑫ 講演会 (辰巳和弘 氏 )
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【借用遺物】

遺跡名 (遺物名・点数) 点 数 所 蔵 者

橿原遺跡 (縄文土器片4)/竹内遺跡 (石刀 1)/唐古・鍵遺跡 (彩文壷片 1)

/大福遺跡 (台付無頸壷 1)/坪井遺跡 (銅剣柄レプリカ1)/名柄遺跡 (銅

鐸レプリカ 1・ 多鉦細文鏡レプリカ1)/纏向遺跡 (銅鐸飾耳片 1・ 都月型特

殊埴輪 2)/中 山大塚古墳 (宮山型特殊器台 1)/南郷遺跡 (木製刀装具 1)

/河合大塚古墳 (盾形埴輪 1・ 家形埴輪柱部破片 1)/旧柳本飛行場 (盾形埴

輪 1)/歌姫赤井谷 1号横穴 (靭形埴輪 1)/巻向石塚古墳 (弧帯文円板レプ

リカ1〔桜井市から借用〕)

20点
奈良県立橿原考古学研究所

附属博物館

坪井遺跡第 5次調査 (水差形土器 1)/芝遺跡第21次調査 (流水文高郭 1・ 流

水文台付鉢 1)/横田矢田野遺跡 (滑石製紡錘車 1)/下永東城遺跡 (滑石製

紡錘車 1)/中山大塚古墳 (都月型特殊埴輪11)/弁天塚古墳 (宮山型特殊器

台 1・ 都月型特殊埴輪 4)

21点 奈良県立橿原考古学研究所

大福遺跡 (木製鞘 2)/纏向遺跡 (弧文石 1)/小立古墳 (木製盾 1) 4点 桜井市教育委員会

21遺跡 (26製品) Ъ点 3機関

【田原本町保管遺物】

遺 跡 名 等 遺 物 名 点 数

唐古・鍵遺跡

第13次調査他

彩文土器 (4)、 木葉文壷蓋 (6)、 方画文鉢・壼 (2)、 三角刺突文壼 (1)、 流水

文土器 (広口壼 1・ 水差形土器 2・ 把手付鉢 1・ 壷片 5)、 渦巻文土器 (吉備壼

1・ 壷 2・ 壺破片他15)、 鋸歯文土器 (器台片 3・ 高郭脚部 2・ 台付鉢 1・ 壷蓋

1・ 壷片 2)、 弧帯文土器 (長頸壷 3・ 壷片 3・ 器台片 1・ 異形高郭 1)、 盾形

埴輪 (1)

58点

保津・宮古遺跡

第14次調査
盾形埴輪 (1) 1点

小阪里中遣跡 (1号墳 )

第 1及調査
盾形埴輪 (3) 3点

芝遺跡 建物絵画土器 (レプリカ)(1) 1点

参考資料 スイジ貝 (1) 1点

4遺跡 641ミ

【関連イベント】

イベント名 内  容 日時 場所 参加人数

講演会
辰巳 和弘氏 (同志社大学教授)
「“かたち"の “こころ"」

10月 26日  (日 )

午後 2時～ 4時
視聴覚室 43名
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Ш.唐古・鍵考古学ミュージアム

(3)ミ ニ展示

ア.夏季 ミニ展示

発掘調査をおこなった町内の遺跡や出土品などを紹介する「田原本の遺跡 4 唐古・鍵遺跡 古

墳 と中世居館」展を 7月 26日 (土)～ 8月 31日 (日 )ま で開催 した。

【展示の構成と内容】(展示期間 :32日 間/展示点数35点 )

(I)古墳時代の唐古・鍵遺跡 (ケース①②③)

須恵器・埴輪 。田下駄・井戸に埋納された馬骨

(Ⅱ )歴史時代の唐古・鍵遺跡 (ケース④)

須恵器・土師器・黒色土器 。瓦器。金属器

イ.冬季ミニ展示

冬季ミニ展示は、当教育委員会が保管所有する遺物を紹介する展示で、今回は弥生時代から明治

時代までの石の道具に焦点をあてる「ミュージアムの収蔵品4 石の道具」展を 1月 31日 (土)～
3月 1日 (日 )ま で開催した。

【展示の構成と内容】(展示期間 :26日 間/展示点数198点 )

(I)弥生時代の石器 (ケース①②)

打製石器・磨製石器・石材

(Ⅱ )古墳時代の玉作り (ケース②)

玉未成品・砥石・素材

(Ⅲ )中・近世の石製品 (ケース③④)

石硯・石板・火打石・石造物
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2.入館者・ホームページ

(1)入館者数

平成20年度の入館者数は、9,217人である。前年度の入館者を比べると、本年度の入館者は約26%

減少した。これの主な原因は、平成19年度に埋蔵文化財保存活用整備事業として開催した秋季企画

展の無料入館者 (その他)の差である。したがって、有料入館者においては、それほどの差は出て

いないので、常設展の動向としてほぼ平年並みとみることができる。

【年度別入館者推移】

※1( )は 団体入館者の人数 (内数)、 18年度・19年度の秋季企画展は無料の為、団体人数はカウントしていない。
※2 本表「無料入館者 その他」は、「親子無料入館日」。「関西文化の日」の無料入館者を含む。また、18年度。19年度
の秋季企画展は、文化庁の「埋蔵文化財保存活用整備事業」の為、無料とし、本項に含めた。
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年 度
開館

日数

有料入館者 無料入館者

合  計
一 般 高・大学生 15歳以下 身障者 招待者 その他

16年度 1,744

17年度 306 3,060 12,020

18年度 2,962 3,138 233 11,228

19年度 3,760 483 4,963 12,427

20年度 307 567 2,790 2,079 9,217

累 計 1,328 16,927 2,493 515 1,243 15,044 49,488

※16年度は、11月 24日 から3月 31日 まで延べ 103日 間の入館者数

【企画展 入館者数】

開催

日数

有料入館者 無料入館者
合計

一般 高 。大学生 と5歳以下 身障者 招待者 その他

17年度

春季 (211) 43  (0) 222  (0)

秋季 349  (25) 31(0) 104  (0) 980  (25)

18年度

春季 340  (52) 65(41) 205 (32) 790

秋季 0 (0) 0 217 0 1,845   (0)

ユ9年度

春季 332  (54) 21 (0) 331(223) 848 (277)

秋季 0 (0) 0(0) 169(0) 0 2,373 2,589(0)

20年 度

春季 303  (28) 15  (0) 163 (63) 7

秋季 231   (0) 44(0) 93(0 5 671   (0)

合 計 1,956(370) 219 (41) 1,504(318) 282 5,768 (72の



Ⅲ.唐古・鍵考古学ミュージアム

【月別入館者数】

月
開館

日数

有料入館者 無料入館者

合 計

一 般 高 。大学生 15歳以下 身障者 招待者 その他

4月 481  (156) 28   (0) 427  (164) 1,200(320)

5月 (167) 19    (0) 338 238 1,191(298)

6月 209   (95) 179 (0) 555   (95)

7月 191(76) (140) 314  (64) 2 122 839(280)

8月 143    (0) 72  (59) 325    (0) 5 665   (59)

9月 209   (99) 8 (0) 169 (0) 5 8 505   (99)

10月 (41) 7 (0) 158    (0) 9 629

■月 462   (48) 113    (0) 283    (0) Ъ 598 1,518 (48)

12月 193   (90) 19    (0) 109    (0) 3 8 410 (90)

1月 96    (0) 8 (0) 123 (0) 6 5 332    (0)

2月 227 41  (26) 137    (0) 7 5 534  (135)

3月 443  (267) 38  (28) 228    (0) 3 839  (295)

合計 307 3,473(1,148) 567 (253) 2,790 (359) 9,217 (1,760)

―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

※ ( )は 団体入館者の人数 (内数)

【入館者の内訳】

招待者
(230/6)

身障者
(109/o)

高・大学生
(62%)

(人 ) 【入館者の月別推移】入館者数

3500

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

※ その他は、研修での利用 (減免)・ ボランティア研修などの来館者。

また、全体に対する団体の割合は、19%で増加傾向である。特に一般の有料入館者での団体の割

合が33%を 占めるようになってきている点は、団体での見学コースとしてミュージアムが組み入れ

られてきていることを表していると考えられる。

入館者の月別推移は、開館 2年 目以降、同様な傾向で企画展を開催する5月 と11月 の 2つの月に

ピークがみられ、逆に 9月 と12～ 2月 にかけて落ち込む傾向が読み取れる。

無料入館日の入館者は、 5月 6日 (火 。祝)の こどもの日 (親子・保護者を対象)47名、関西文

化の日の11月 15日 (土)320名・16日 (日 )192名の総計559名 であった。
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4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月



【入館者居住地別 年度推移】

16年度  17年 度  18年 度  19年 度  20年 度

36 39る

345%

(2)入館者アンケート

入館者アンケート (常設展示)を実施した。回答総数735作、回答率 5～ 8%である。

【入館者の居住地内訳】

10/O) 中国・四国

(090/o)
(4 19る )

京都 (1000/o)

滋賀 (11%)

中部・

北信越

(3 4%)

【ミュージアムを知った理由】

〔来館回数〕
入館者数

400

350

300

250

200

150

100

50

0

初めて    2回 目   3回 以上

(3)視察・研修・学校等からの来館

平成20年度は、下記のとおり視祭・研4笏 7件 133名、学校の利用 5校542名、海外から研究者11名

の来館があった。

視察 。研修 橿原市教育委員会 (4月 12日 /3名 )。 奈良県市町村文化財保存整備協議会 (5月 31

日/20名 )和歌山市公民館 (7月 6日 /12名 )・ 文化庁 (9月 4日 /1名 )・ 奈良県

青少年指導員協会 (1月 27日 /20名 )。 守山市埋蔵文化財センター (2月 6日 /46

名)。 奈良県婦人教育推進会 (2月 8日 /31名 )

北小学校 6年生 (4月 18日 /41名 )。 田原本小学校 6年生 (4月 25日 /130名 )。 平野

小学校 6年生 (5月 20日 /66名 )。 平野小学校 3年生 (7月 1日 /66名 )・ 奈良大学

通信教育 (7月 20日 /126名、 8月 30日 /59名、 2月 14日 /26名、 3月 14日 /28名 )

ベ トナム考古学研究所 (6月 27日 /3名 )・ 韓国昌原研究所 (8月 27日 /3名 )。 韓

国ウリ文化財研究所 (12月 4日 /2名 )。 国立光州博物館 (2月 12日 /3名 )

学 校 利 用
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【来館目的】

奈良観光のついでに

立ち寄つた

他の博物館

見学の

ついでに

立ち寄つた

(113%)

歴史街道

(260/0)

広報   チラシ・
(400/O) ポスター

□  般
困  中・高・大学生

i目  12歳以下

考144FFミ li―■ジア|ムを見に来た

海外研究者



(4)ホームページ

収蔵資料検索では、新たに「町内の遺跡と文化財」

平成20年度のアクセス件数は9,391件で、前年度より

【ホームページのアクセス数】

Ⅲ.唐古・鍵考古学ミュージアム

として第3室展示品を検索できるようにした。

9%減少した。

―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

3.ボランティアガイド

(1)ボ ランティアガイドの実績

ミュージアムの展示品解説ボランティアは、開館以来実施している。ガイドは年度単位とし、継

続更新は可としている。平成20年度のガイドの登録は40名で、20年度の新規登録者は3名である。

基本的に月 2回の午前10時から午後 4時 (冬季の12月～2月 は午前■時から午後 3時)ま でとし、

常駐 2人体制で実施した。また、団体客等多数の来館の場合に備えて、応援ガイド体制を作りその

時間帯のみ臨時に対応している。このような外制で、下表実績に示すとおり約 4割の来館者に対応

した。ガイドの研修は、 6月 7日 に「唐古・鍵遺跡出上の石器について」を実施した。

【展示ボランティアガイド実績】

※ 1 ガイド人数は概数
※2 ガイド数/入館者の割合
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平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

アクセス数 2,518 8,324 8,183 10,291 9,391

累 計 2,518 10,842 19,025 29,316 38,707

月 開館日数 稼動人数 ガイド人数 ※1
入館者数

(常設展のみ)

4月 26日 60ノ( 489ノ( 948メ.

5月 27日 50ノ( 419ノ( 739メ、

6月 25日 45メ、 199ノ( 555ノ、

7月 27日 52ノヽ 416人 839メ.

8月 27日 54メ、 206メ、 665ノヽ

9月 25日 50人 220人 505ノ、

10月 27日 58メ、 183メ . 480人

11月 27日 55ノ( 301ノ( 996)(

12月 23日 44人 192メ、 410)、

1月 23日 46人 90ノ( 332)、

2月 24日 49人 239ノ入t 534ノ (

3月 26日 55ノ( 475)、 475ノ、

合計 307日 618メ、 3,429ノ( (46%)※ 2 7,478ノ(
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Ⅳ.資料の報告

唐古・鍵遺跡における石器製作残滓の様相

同志社大学大学院文学研究科博士課程 (後期課程)

日本学術振興会特別研究員DC

上峯  篤史

1.は じめ に

唐古・鍵遺跡は、弥生時代中期を中心とするサヌカイト製石器の生産と流通において、重要な役

割を果たした遺跡として知られている。事実、本遺跡からは多量のサヌカイト製石器が出土してお

り、これまでも実測図が提示されている1)。 その一方、こうしたサヌカイト製石器の製作に伴って

生じた残淳である剥片や石核も、多量に出上している。こうした資料については、第20次調査の石

核のほかは
2)、

詳細に資料提示されたことはない。また、弥生時代の石器研究を見渡してみても、

このような製作残津の類には、注意が払われることが少ない。

F唐古・鍵遺跡 I』 3)においては、定型的なサヌカイト製石器について、観察所見の詳述と実測図

の提示を果たした。しかしながら、石核などの製作残津については、時間の都合から、概略程度の

記載にとどまった。入稿後、改めて石核やサヌカイト原石など、石器生産に関わる遺物について観

察・実測する機会をもった。本稿では、これらの遺物について述べ、旧稿の欠を補うとともに、当

該分野の基礎資料の蓄積を図る。

2.サヌカイト製石核の分布
『唐古・鍵遺跡 I』 では、第61次・65次・69次 。79次・80次・84次 。89次・93次 。98次調査が報告

されており、第61次・65次・69次調査地がいわゆる「南地区」、第79次 。80次・84次・89次 。93次調

査地が「西地区」、第98次調査地が「中央区」に相当する
4)。 上記の調査地においては、第 1表の上

段に示したように、計116点の石核の出土を確認している。調査地ごとの内訳を見ると、第79次、84

次、93次、98次調査地のように、西地区や中央区では、石核が比較的多いことがわかる (第 1表―

石核の出土点数/調査面積×100)。 とりわけ第98次調査地における石核の出土量は際立って多い。ま

た、サヌカイト製石器 (石剣 。中形尖頭器・石鏃・石錐・石小刀・石匙・スクレイパー・楔形石器)

第 1表 唐古・鍵遺跡における石核の出土傾向
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地 区 南地区 東環濠 西地区 中央区 平均値

(中央値)調査次教 61次 65次 69次 75ン( 78次 79彦( 80次 84ツk 89次 93ツ( 98次

石核の出土点数 4 4 ユ 0 6 30 嚇
ｍ

石核の出土点数//

調査面積 X100

120

(4/333)

073

(4/545)

011

(1/919)

0

(0/320)

0

(0/225)

6.30

(17/2Ю )

6,00

(6/100)

7.08

(30れ 24)

160

(8/500)

292

(14/480)

13.00

(32/245)

355

(160)

石器の出土点数/

石核の出土点数

4150

(166/4)

68.25

(273/4)

317.00

(317/1)

724

(123/17)

1650

(99/6)

570

(171/30)

1575

(126/8)

1214

(170/14)

528

(169/32)

5437

(1575)

サヌカイト製遺物

の総重量 (g)/

調査面積

76.8 470

鬱5603/545)

462

(42482/910

■6

(517320)

26

(574/225)

81.9

(22■ 5/2Ю )

180.0

(1799y100

74.7

(31689/¢ 4

361

18074/51Xl)

l12.3

(53927/480)

151.2

37051/2451

737

(密 7)

*大字は平均値以上の値



の総数と、石核の点数を比較してみると (第 1表一石器の出土点数/石核の出土点数)、 南地区で

は、サヌカイト製石器の数量が格段に多いことがわかる。その一方、西地区や中央区では、石核の

数量が相対的に多く、サヌカイト製石器の生産は、西地区・中央区を中心におこなわれたことが推

定できる。各調査地で出土した創片の正確な点数は不明であるが、出土したサヌカイト製遺物の大

多数が剣片であることを鑑み、第 1表には、参考までに「サヌカイト製遺物の重量 (g)/調査面

積」の値を示している。これについても、西地区や中央区が相対的に高い値を示し、制片の出土量

がこれらの地区で際立っている可能性が高いとみられる。これらの地区では、サヌカイト原石の集

積遺構 (第37次調査地)5)ゃ、多量の微細祭J片 を埋棄した土坑 (第37次調査地、第93次調査地)6)

が知られており、以上の想定と矛盾しない。

3.石核 (第 1～ 4図 )
次に、実測図を提示した資料について、説明を加えていく。石核は、剖片が最上離された後の残核

であり、本稿では、14点図示している
7)8)。

1に は、海綿状の自然面をもつ円礫が用いられている。ポジティブな制離面がのこされており、

石理に沿って原石を分割するようにして割りとられた、厚手の景J片が素材となっている。石核素材

の生産は、自然面を打面としている。打点付近には階段状の制離痕が密集しており、石核素材の生

産に伴う打撃痕と思われる。剖離開始部にはコーン (打撃錐)が複数認められ、景J離に際して大き

な力が加わったことが推察できる。石核素材の生産に後続する、石器素材祭J片の最↓離作業に伴う剥

離痕は、こうしたポジテイブな剥離面を作業面としている。また、作業面をとり囲む自然面が打面

となっており、おおむね時計回りに矛J離作業が進行している。こうした剖離は、石理に並行もしく

はやや斜交する角度で施されている。図の左側面には、階段状の剖離痕が観察できるほか、微細な

階段状剥離痕と敲打痕が密集し、自色を呈している部分がある。この痕跡は、かつて「(打撃)潰痕」。)

と呼ばれた打撃痕と思われ、頻繁に打撃をうけたことを示しているのだろう。図の下面には、乳白

色の爽雑物を中心として生じたポット・リッド状の制離痕が観察でき、本資料が熱をうけているこ

とが明白である。また、すべての予J離痕に明瞭な光沢が認められるが、この〕点も被熟の証左と考え

られる。

2は、円礫が素材となっている。自然面における海綿状のクレーターは、他の資料ほど明瞭では

なく、自然面の稜線上は、微細な爪状の打撃痕が密集してなめらかになっている。図の表面には、

弥生時代の制離面とは風化度を異にする、灰白色の手↓離痕も数枚認められる。図の裏面左上に、わ

ずかにポジテイブな剣離面がのこされており、剖片素材の石核であることがわかる。コーンの発達

が顕著で、打面となった自然面には、1.0× 0.6cmの範囲に「(打撃)潰痕」がある。石核素材となっ

た鉄J片は、石理に直交して剥離されたようである。後続する剖離作業は、石核素材生産時の剥離面

を作業面としている。図の裏面左側縁から生じている剖離面は、石核素材の背面を覆う自然面が打

面となっている。一方、裏面右側縁は両面刹離状となっているが、切り合い関係の観察では、おお

むね表面側にのこされたまJ離痕が先行しており、裏面の予↓離痕の打面を提供している。また、裏面

左側縁の剣離痕は、右側縁のものに先行するようである。

3は、すべての予J離面に、わずかに光沢が観察される。図の裏面右側にポジテイブな剖離面が認

―-54-―
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Si1/2 10 cm

第 1図 唐古・鍵遺跡の石核 (1)

められ、剥片素材の石核とわかる。剣離作業は、打面と作業面を随時入れかえながら、交互制離状

に進められている。

4は、海綿状の自然面をもつ円礫が素材となっている。石核の両面にポジテイブな矛J離面が認め

られることから、最J片素材の石核から得られた剥片が、さらに石核として利用されていることにな

る。自然面の残存状況をみる限り、本資料の素材となった剥片の生産、及びそれに先行する剥離は、

用いられた原石の作業面全体に及ぶものであったと思われる。すなわち、原石を 3枚以上に分割す

るような剖離作業が想定されるところである。本資料の主な作業面となっているのは、裏面として

図示したポジテイブな剣離面であり、求心状の制離作業が進められたようである。表面に対しても

剣離が施されており、それが裏面の剣離痕の打面となっている。石核の外周にはおびただしい量の

―-55-―

第 2表 石核の観察表 (1)

遺物番号 器種
査

数

調

次
遺構名 層位/土色

計測値 (clll) 重量

(g)
備考 共伴時期

最大長 最大幅 最大厚

1 石核 61次 SD 151A 第 8(下 )層 922 4250 象J片素材 lI-3

石核 84次 SD-101S 第 1層 629 1778 剣片素材 古墳時代

石核 79次 SD 101C 第13(下 )層 705 365 Ⅲ-2(下層Ⅲ-1)



階段状剥離痕と敲打痕がのこされており、本資料が消費限界に達している様がうかがえる。また、表

面中央のポジテイブな象↓離面上には、2.9× 3.lcmの範囲にわたって、打撃痕がのこされている。これら

は周囲の剖離痕に後続するもので、石核の分割を試みた際の「剥離失敗打撃痕」
めの可能性もある。

5には、海綿状の自然面をもつ円礫が用いられている。ポジティブな剥離面がのこされているこ

とから、剣片が素材となっていることがわかる。石核素材は自然面を打面とし、石理に沿って剣離

されている。石器素材祭J片の象J離作業は、打面と作業面を随時入れかえながら進められているよう

である。

6は、海綿状の自然面をもつ亜角礫が素材となっている。すべての剣離面に、わずかに光沢が観

察される。また剥離痕の稜線はわずかに磨耗して灰白色を呈しており、何らかの堆積作用を反映し

ていると思われる。石核の作業面には、先行するポジティブな剣離面がわずかにのこされており、

剖片が石核素材となっていることがわかる。石器素材剖片の最J離にあたっては、石核素材生産時の

ポジテイブな剣離面が作業面に、石核素材の側面の自然面が打面となり、求心状に剖離作業が進行

している。石核素材の生産が石理に沿っていることもあり、石器素材象J片 も石理に沿って剖離され

ている。右側縁には石核を断ち切るような剥離痕があり、石器素材剣片を剥離する際の打面となっ

ている。この剖離痕がのこされたタイミングを断定することはできないが、石核素材生産時の象↓離

面のリングの回り方からすると、この象J離痕が石核素材生産に先行する可能性は低い。

7は、海綿状の自然面をもつ円礫が素材となっている。剣片素材の石核で、素材景J片生産時のポ

ジテイブな創離面が明瞭に観察できる。自然面を打面として制離されており、剣離角は120度程度で

ある。打点付近には、2.1× 0.8cmにわたって、「 (打撃)潰痕」がみられる。石核素材生産に伴うコー

ンの発達も顕著である。こうした石核素材生産時の剥離面を打面とし、石核素材の背面の自然面を

とり込むように、剖離痕がのこされている。続いて、これらの象J離痕を打面に、石核素材生産時の

祭J離面を作業面として、いわゅる求心状剥離の要領で剣離作業が進められている。

8は、角礫を素材としている。自然面の特徴は2(第 1図)にちかいが、爪状の衝撃痕はまった

く認められない。裏面にも自然面が及んでおり、石器素材剖片の生産に先立ち、石核素材の生産が

おこなわれた可能性は低い。おそらく扁平な小礫を素材として、剖片生産が試みられたものと思わ

れる。景↓離痕は石核の両面に認められる。切 り合い関係は一定しないが、石器の素材となりうる大

きさの象↓片は、表面側を作業面とした剥離作業では得られていないようである。また、裏面の中央

付近には白色の擦痕状の痕跡が顕著に認められる。これらは制離痕の稜線上、及びリングの一部な

ど、剖離面が隆起している部分に現れていることから、堆積作用に起因するものと考えられる。塚

田良道氏によって、「稜の微細予J離痕と線状痕」け として記載された痕跡と思われる。

第3表 石核の観察表 (2)
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遺物番号 器種
調査

次数
遺構名 層位/土色

計測値 (cm) 重量

(g)
備考 共伴時期

最大長 最大幅 最大厚

4 石核 98次 SD-102 第 2層 282 1719 剣片素材 Ⅲ-2

5 石核 98次 暗責褐色砂質土 575 2.32 剣片素材 弥生 (中期)

6 石核 93次 SD 2067 第 1層 1070 563 367 工」片素材 中世

7 石核 98次 SX-101 第 1層 450 争」片素材 庄内

8 石核 93次 SD 50N 第 4層 283 1466 中世
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~                            O              S=1/2            10 cm

第 2図 唐古・鍵遺跡の石核 (2)
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9は、海綿状の自然面をもつ円礫が素材となっている。すべての剣離面に、わずかに光沢が観察

される。分割礫状の制片を素材とする石核で、石核素材は石理に斜交する角度で剖離されている。石

器素材予J片の予J離にあたっては、石核素材生産時のポジティブな制離面が作業面に、石核素材の末

端部の自然面が打面となっている。のこされた祭J離痕から推定すると、剖離された剥片は最大でも、

最大長 2 cm程度、最大幅 5 cm程度、最大厚 l cm弱の大きさと思われる。

10は、海綿状の自然面をもつ円礫が素材となっている。剖片素材の石核で、石核素材生産時のポ

ジテイブな剥離面がのこされている。石核素材の生産は石理に沿っておこなわれたようであるが、

後続する最J離痕によって、既に打面は失われている。また石核素材の背面にあたる自然面上には、

「 (打撃)潰痕」の密集する箇所があり、石核素材生産時の「制離失敗打撃痕」の可能性がある。後

続する剣離作業において、石核素材生産時の最J離面を作業面に、作業面外周の自然面、及び石核右

側面の制離痕が打面となっている。図の裏面下の予J離痕は、ポット・リッド状になっており、本資

料が熱をうけていることを示している。すべての象J離面が光沢をもっている点は、同じく被熱が確

実視される 1(第 1図)と共通している。

11は、海綿状の自然面をもつ円礫が素材となっている。象J片素材の石核であり、石核素材となっ

た矛J片の背面は、自然面に覆われている。石核素材生産時の打点と思われる部分には、1.57× 1.3cm

の範囲にわたって「 (打撃)潰痕」がある。打点直下にはコーンが発達している。石核素材は、自然

面を打面とし、120度程度の制離角で生産されている。石器素材剖片の剣離にあたっては、石核素材

生産時のポジティブな予J離面が作業面に、石核素材の側面の自然面が打面となっている。のこされ

た象J離痕から推定すると、剥離された子↓片は最大長 4 cm程度、最大幅 5 cn程度、最大厚 l cm弱の大

きさと思われる。また、石核素材の右側縁には、石核素材生産時の剥離面を打面とする小予↓離痕が

2枚確認できる。

12は、海綿状の自然面をもつ円礫が用いられている。のこされている予↓離面はいずれもネガティ

ブな景J離痕であり、石核素材を断定することは難しい。ただし切 り合い関係で最も先行する予↓離痕

は、作業面全体に及ぶ大きな矛J離痕であり、この孝J離痕を石核素材生産時のものとみることもでき

よう。その場合、石核素材は石理に斜交する角度で生産されていることになる。石器素材剖片の生

産は、作業面をとり囲む自然面を打面とし、求心状剖離の要領で進められている。作業面は 1面に

固定されており、石理に斜交もしくは直交する角度で予↓離作業が進行している。

13は、海綿状の自然面をもつ円礫が素材となっている。自然面の特徴が11と酷似している。裏面

左下にポジティブな剣離面がのこされており、手J片 を素材としていることがわかる。石核素材は、

石理に沿って原石を分割するように生産されたようで、表面は自然面に覆われている。推定される

第4表 石核の観察表 (3)
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遺物番号 器種
査

数

調

次
遺構名 層位/土色

計測値 (cm) 重量

(g)
備考 共伴時期

最大長 最大幅 最大厚

9 石核 98次 SD■ 01C 第13層 595 2142 黒J片素材 Ⅱ-3～ Ⅲ-1

石核 98ツk SK 103 第 4層 702 555 象U片素材 Ⅳ― ]

石核 98ツ( SD 101 第 1層 727 278 1792 黒U片素材 弥生後期初頭

石核 98ツk 暗褐色砂質土 622 中世

石核 98次 SD 101 第 1(下)層 主」片素材 弥生後期初頭 (下層Ⅲ-1)
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第 5表 石核の観察表 (4)

遺物番号 器種
査

数

調

次
遺構名 層位/土色

計測値 (clll) 重量

(g)
備考 共伴時期

最大長 最大幅 最大厚

石核 98ツk SD 101B 第 5層 23700 Ⅲ-4

S=1/2

第 4図 唐古 。鍵遺跡の石核 (4)

石核素材の形状と、本資料の現在の形状には大きな隔たりがあり、石器素材剣片の剣離作業が随分

進行しているようである。こうした剥離作業は、作業面となっている石核素材生産時の剖離面をと

り囲む自然面上を、随時打点を移動させながら進められている。

14は、海綿状の自然面をもつ円礫が素材となっている。今回報告する調査区から出上したサヌカ

イト製遺物のなかでは、最大のものである。剥離面は何れもネガティブか平坦なもので、石核素材

を生産する工程が存在したかどうかは判断できない。現在の形態から考えると、分割礫状のものが

素材として用いられたことも予想される。石器素材剖片の剣離作業にあたっては、作業面を固定し、

その周囲の自然面上を打点が随時移動させながら進められている。のこされた祭J離痕からは、石器

素材として充分な大きさの剥片が得られたと思われる。こうした一連の制離作業は、石理に沿って

おこなわれている。

4.剖片 (第 5図 )
15は分割礫状の剖片である。サヌカイト原石が大きく分割されたもので、背面は海綿状の自然面

―-60-―
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O              Si1/2 10 cm

第 5図 唐古・鍵遺跡の録!片

に覆われている。背面には、空孔が発達する灰白色の制離痕があり (実測図のトーン部)、 明らかに

弥生時代に先行する剣離痕と思われる。背面には、切 り合い関係上、腹面に後続する剖離痕がある

が、剣離面の様子からは、腹面と同時に生じた剣離痕と思われる。原石の分害Jは 自然面を打面とし、

石理に沿っておこなわれており、剣離角は100度程度である。本資料は、そのまま石器素材として用

いるには不適と思われ、石核素材として用意されたものと考えられる。

5.サ ヌカイ ト原石 (第 6図 )
本稿でとりあげる調査地では、 4点のサヌカイト原石が出上している。

16は、白色の風化皮膜からなる自然面を見せている。図の右側面には、階段状の剣離痕が発達す

る部分があり、本資料に対して、何度か打撃が試みられたことがわかる。また、図の上部から剣離

痕が生じている こD。

17は、海綿状のクレーターの発達した自然面を見せている。扁平なサヌカイト原石である。また

図の右側縁には、風化の進行した剣離痕が 3枚程度確認できる。これらは明らかに弥生時代よりも

先行する時期にのこされたもので、本資料の来歴を考えるうえで興味深い。本資料は、本稿でとり

あげる調査地のサヌカイト製遺物で唯一、無加工の原石といえるものである。

18は、自然面に海綿状のクレーターが見られる。 2と 同様、扁平である。図の表面には、石理に

-61-一

第 6表 剖片の観察表

遺物番号 器種
査

数

調

次
遺構名 層位/土色

計測値 (cn) 重量

(g)
備考 共伴時期

最大長 最大幅 最大厚

剖片 93次 SD‐2062 第 1層 580 25500 分割礫 中世



第 7表

第 6図 唐古・鍵遺跡のサヌカイト原石
サヌカイト原石の観察表

ほぼ並行する角度で剖離痕がのこされている。

19は、自然面には海綿状のクレーターが発達している。石理が水平になるようにすえた場合、縦

長の形状となるものである。図の上縁や右下縁には、剖離痕や敲打痕がのこされており、剣片剖離

が試みられたことがうかがえる。また、表面の自然面の隆起部には、いわゆる「 (打撃)潰痕」の発

達する部分がある。おそらく、石理に沿って原石を分割しようとした際の「剥離失敗打撃痕」と思

われる。

6.おわりに
以上の石核の観察からは、剖片生産の方法として以下の4種類が想定できる。すなわち、①作業

面は固定的で、打点が作業面の周囲を弧状に移動しながら、求心剖離の要領で創離作業が進められ

一-62-―

遺物番号 器種
査

数

調

次
遺構名 層位/土色

計測値 (cm) 重量

(g)
備考 共伴時期

最大長 最大幅 最大厚

原石 69ツk SK‐ 1と30 第 5層 Ⅲ-3

原石 69ツ( SD‐1104 第 3層 622 657 Ⅵ

原石 69財( SD‐1101 第 1層 612 Ⅵ-3

原石 93ツk SX‐2101 第 1層 1030 430 Ⅵ-4・ 布留
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るもの (第 1図の 1、 第 3図の11～ 13、 第 4図の14)、 ② 石核の主な作業面側からの打撃によって

作出された黒J離痕を打面とし、矛J離作業が進められるもの (第 2図の 4・ 7～ 8)、 ③ 石核の主な

作業面側からの打撃によって石核を分割、あるいは厚手の景↓片が景Jぎとられ、生じた剖離痕を打面

として制離作業が進められるもの (第 2図の 6、 第 3図の10)、 ④打面と作業面を随時入れかえ、

両面剖離の要領で石核の両面から矛J片剖離をおこなうもの (第 3図の 3、 第 2図の 5)である。ま

た、剖片素材の石核が多いことからは、石器素材剖片の制離に先立って、石核の素材を用意する工

程を想定することができる。

当該期の予↓片承J離技術を論じた研究は多くはなく、本遺跡における予↓片剖離技術を総括的に論じ

るためには、詳細な検討作業を必要とする。本稿では今後の研究の基礎となる資料の提示にとどめ、

剖片剖離技術の問題については、別稿にて論じることとしたい。
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1～ 14:石核、15:剥片、16～ 19:サヌカイト原石
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Ⅳ.資料の報告

唐古・鍵遺跡北部地域出土の動物遺存体

京都大学大学院理学研究科 自然人類学研究室

東島 沙弥佳

1.は じめ に

唐古・鍵遺跡第23次及び第37次発掘調査時に出土した動物遺存体、主に大型哺乳類遺存体の分析

結果について報告する。福井県鳥浜貝塚に代表されるように、弥生時代に先行する縄文時代の遺跡

出土動物遺存体は定量的な分析がなされ、当時の動物利用を復元する試みが多くなされている
2)3)5)。

しかし弥生時代の遺跡から出上した動物遺存体に関しては、報告書で簡単に取り上げられる、ある

いは祭祀け、家畜化
1)。 といった特定の議論で言及される場合が大半であり、定量的に分析がおこ

なわれた例はほとんどみられない。

唐古・鍵遺跡は、弥生時代から古墳時代にかけて営まれた西日本でも最大規模の環濠集落であり、

当時の奈良盆地における拠点集落であったと考えられている。弥生時代前期から中期中葉までは 3

つの微高地上に別々に営まれていた 3集落 (北地区・西地区 。南地区)が、中期中葉から中期後半

には広大な 1集落に統合されたことが環濠跡等から推測されている4)。

また、遺跡南部 (南地区)からは青銅器鋳造の痕跡、遺跡西南部からは大型建物や他地域との交

流をうかがわせる各種搬入土器等が出上し、統合後は集落内で機能による場所の使い分けがなされ

ていた可能性が示唆されている。

しかし、第23。 37次発掘調査区が

立地する遺跡北部 (北地区西部・

西地区北部)からは遺跡南部・西

南部のように土地の利用方法を示

唆する目立った考古遺物はほとん

ど出土しておらず、遺跡北部の利

用方法に関してはこれまであまり

言及されてこなかった。

本稿では唐古・鍵遺跡北部地域

から出上した動物遺存体の同定を

おこない、定量的手法を用いて分

析する。その結果より、唐古・鍵

遺跡北部地域における動物利用に

関していくつかの可能性を提示す

る。
0                    200m

iヽ ・
 ∫
‐ ~

第 1図 第23・ 37次発掘調査区の立地
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2.材料 と方法
分析対象は唐古・鍵遺跡第23・

37次調査時出土の動物遺存体で

ある。両調査時出土資料とも、

大半は発掘調査時に肉眼で確認

し取り上げられた資料であり、

多くは溝・土坑・自然流路等か

らまとまって出上しているが、

一部にフローテーシヨン (網 目

が 511111、  3 11ull、  l llullである 3枚

のザルを重ね、水洗)に より採

取された微細な動物遺存体も含

む。

ただし、第23・ 37次調査時出

第 1表 唐古・鍵遺跡 第23・ 37次調査時出土の動物種

魚綱

両生綱

カエル亜目

サンショウウオ亜目

爬虫綱

ヘビ亜目

哺乳綱

ネズミ亜目

ムササビ

イノシシ

ニホンジカ

鳥綱

属・種不明

属・種不明

属・種不明

属・種不明

属・種不明

Peぢ2L/ry♂ ぢθ Fθ′θοgθ,ys

JL/S dOrO乃

3er7Lrdフψ7ppοヵ

属・種不明

土資料とも、 卜骨等祭祀との関係が濃厚な動物遺存体をはじめ唐古・鍵考古学ミュージアムに現在
展示中の資料等は時間的制約から分析をおこなわなかった。また第37次調査時出土資料は、一部の

小動物や魚類・鳥類遺存体、小型・中型哺乳類遺存体等が大阪市立大学で保管されており、こちら

も同様の理由から同定をおこなわなかった。

種、部位、左右等の同定作業をおこなった大型哺乳類遺存体については、明らかにイノシンとシ

カ以外として同定できるものは認められず、全ての大型哺乳頚遺存体はこれらのいずれかによるも

のとした。したがって、頸椎以外の椎骨と肋骨についても、これらのいずれかと考えた。しかし、

同定の困難さから、それらが二種のいずれに属するかの同定はおこなわなかった。

また、調査資料中には魚類遺存体やカエル遺存体も数多く含まれていた。脆弱で損失しやすい遺

存体が良好な状態で多数出土していることから、埋没後の上壌環境は良好で当該遺跡北部地域出土

の遺存体は十分に人間活動の痕跡を残しているものと考えた。そのため、埋没後、発掘までに受け

た自然的営力による破損の程度 (タ フォノミー)は とりたてて考慮しなかった。

分析方法としては、まずNISPの算出、続いて最大要素数の算出をおこなった。

NISP(Number ofldenthed Specimens)は 、総同定資料数から種の判別が不能であった資料数

を減じたものとした。最大要素数は、NISPか ら重複カウントの危険性が高い (同一部位由来の可能

性が高い)骨を排除した値を元に、全身骨格に元来含まれる各部位の数を考慮 (全身骨格に1つ し

かない骨と2つある骨とでは出土頻度が異なるはずと考える)した上で算出した各部位の出土量で

ある。この値が最大の部位を100と した時の、他の部位の相対値を算出し、同一種の部位間比較に用

いた。ただし、歯は骨に比して残りやすく元来の数も多い部位であり、また当該遺跡では歯片が一

部のフローテーション後の資料にも含まれることから、結果的にその他の部位とは取り上げ方法が

異なることとなり、自ずと資料数も多くなっている。そのため、歯の資料点数をその他の部位と同

様に扱うとバイアスが生じると判断し、最大要素数の算出にあたっては、あえて歯を除いた。
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Ⅳ.資料の報告

第23次調査時出土遺存体

イ ノシラ/ Sy∂ ♂οrο乃

第37次調査時出土遺存体

イノシシ ♂ys Scrο乃

一
物
回

600/0三≦与旨巾票ftL<<1000/0

300/O=≦ 1旨巾票ftLくく600/0

100/0琶≦宇旨本票ftLく<300/0

第 2図 第23・ 37次調査時出土のイノシシ及びニホンジカ遺存体の部位別多募 (%最大要素数)の比較
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3.結果と考察
(1)第 23次発掘調査時出土資料

同定した動物遺存体総数は872点であり、そのうちフローテーションにより採取された資料は91点

である (第 2表 )。 調査した遺存体全体のNISPは 503点であり、フローテーション採取資料を除く肉

眼観察による取り上げ資料のNISPは 468点である。肉眼で確認後取り上げた資料の中では、イノシ

シが277点、ニホンジカが62点、いずれかが107点みられた。

次に、イノシンとニホンジカ遺存体の部位別出土割合を示す最大要素数の算出結果について述べ

る。結果は第 4・ 5表、第 2図に示した。イノシシは頭蓋骨の出土量が最も多く、ついで下顎骨の

出土が目立つ。その他の部位は、前肢、後肢の順に多く出土しているものの指標値は30%に満たず、

頭部との差が大きい。手根 。足根骨や踵骨・距骨、指節骨等の四肢末端部は最も出土量が少ないが、

中手 。中足骨に限っては例外的に前肢・後肢の出土量を上回る。また、環椎・軸椎をはじめ頚椎の

出土も少ないのが特徴的である。前肢では、肩甲骨・上腕骨・撓骨・尺骨の出土量が類似し、後肢

でも同様に、寛骨 。大腿骨 。歴骨が互いに類似した出土量を示す。ニホンジカでも頭蓋骨の出土量

が最多であり、鹿角がそれに続く。  第2表 分析した第23次調査時出土の動物遺存体数
しかし、イノシシとは異なり下顎骨

の出土は少ない。次いで上腕骨・撓

骨といった前肢骨、そして胚骨、手

根・足根骨が多い。また、中手 。中

足骨の出土は全くみられない。

(2)第 37次発掘調査時出土資料

著者が調査した動物遺存体は3409

点であり、そのうち、フローテーショ

ンにより採取された資料が1789点 を

占める (第 3表)。 調査した遺存体全

体のNISPは 2272点 であ り、フロー

テーション採取資料を除くと1106点

となる。肉眼で確認後取り上げた資

料の中では、イノシシが466点、ニホ

ンジカが199点、いずれかが249点み

られた。

次に、イノシシとニホンジカ遺存

体の部位別出土割合を示す最大要素

数の算出結果について述べる。結果

は第 4・ 5表、第 2図に示した。イ

ノシシ遺存体において出土量が最多

であったのは、頭蓋骨であった。下

第 3表 分析した第37次調査時出土の動物遺存体数
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フローテーション  肉眼採集  分析総数

イノシシ

ニホンジカ

イノシシorシカ

ニホンジカorカモシカ

サカナ

カエァレ

ネズミ

トリ

不明

14

6

11

1

1

2

0

0

56

277

62

107

5

8

3

5

1

313

291

68

118

6

9

5

5

1

369

91 781

フローテーション 肉眼採集  分析総数

イノシシ

ニホンジカ

イノシシorシカ

ニホンジカorカモシカ

サカナ

カエル

ネズミ

トリ

アオダイショウ

スッポン

ムササビ

モグラ

サンショウウオ

不明

189

26

46

5

316

340

199

21

5

3

0

8

8

623

466

199

249

4

52

109

16

0

0

2

1

0

8

514

655

225

295

9

368

449

215

21

5

5

1

8

16

1137

計 1789
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第 4表 第23。 37次調査時出土イノシシ遺存体の出土部位別割合

第23次 第37次
最大要素数 %最大要素数 最大要素数 %最大要素教

頭蓋骨

下顎骨

環骨

軸椎

椎骨

肩甲骨
上腕骨

撓骨

尺骨

仙骨

寛骨

大腿骨

膝蓋骨

雁骨

DF骨

中手 。中足骨

手根・足根骨

踵骨

距骨

指骨

100.00キ

48,98

0.00

0.00

4,08

22.45

26.53

22.45

16.33

0,00

14.29

16.33

4.08

12.24

0,00

34.69

14.29

10.20

14.29

8.67

100 00*

52.70

24 32

5 41

7.57

54 05

64.86

40.54

39 19

2,70

33 78

31 08

2 70

51 35

1.35

40 54

6 76

10.81

18 92

8 78

49.00

24 00

0 00

0 00

2 00

11.00

13 00

11 00

8 00

0 00

7.00

8,00

2 00

6 00

0 00

17 00

7.00

5 00

7 00

4.25

74.00

39.00

18.00

4.00

5.60

40,00

48.00

30.00

29,00

2.00

25.00

23,00

2.00

38.00

1,00

30.00

5,00

8.00

14.00

6.50

* 最大要素数が最も高い部位を100と し、その都位に対する他の部位の出土量を算出

第 5表 第23・ 37次調査時出土ニホンジカ遺存体の出土部位別割合
第23次

最大要素数      %最 大要素数
第37次

最大要素数 %最大要素数

鹿角

頭蓋骨

下顎骨

環骨

軸椎

椎骨

肩甲骨
上腕骨

撓骨

尺骨

仙骨

寛骨

大腿骨

膝蓋骨

腫骨

中手 。中足骨

手根 。足根骨

腫骨

距骨

指骨

61 54

100 00*

7.69

15,38

0 00

15.38

15 38

46 15

30,77

7 69

0,00

23.08

23.08

0,00

46.15

0.00

30,77

15,38

7.69

15.38

52 38

47 62

38 10

28 57

19,05

22 86

61 90

61,90

66 67

47 62

19.05

52 38

100,00*

0 00

80 95

38,10

57 14

61 90

47 62

15.48

8.00

13.00

1.00

2.00

0.00

2.00

2.00

6.00

4 00

1.00

0.00

3 00

3.00

0.00

6 00

0.00

4 00

2 00

1.00

2 00

11 00

10 00

8 00

6 00

4.00

4.80

13 00

13.00

14 00

10,00

4.00

11.00

21.00

0.00

17.00

8.00

12.00

13.00

10.00

3.25

* 最大要素数が最も高い部位を100と し、その部位に対する他の部位の出土量を算出

顎骨も比較的高い出土量を示す。これらの点は、第23次調査時出土資料の傾向と一致する。しかし、

当該調査時出土資料では後肢に比して前肢の出土量が概ね高い。これは、第23次調査時出土資料で

は前肢と後肢の出土量に大差がなかった点と異なる。また、頭蓋骨と四肢の出土量との差異が小さ

い点も、第23次調査時出土資料と異なる。一方、ニホンジカでは大腿骨の出土量が最も多く、匹骨

がそれに続く。次いで撓骨、肩甲骨、上腕骨の出土も日立つ。前肢と後肢を比べると、後肢の出土

割合が高い。
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4.ま とめ
今回、調査した動物遺存体総数は4281点であり、NISPは 2775点であった。各調査時出上のイノシ

シとニホンジカの部位別出土割合を比較すると、両種とも第23次調査時出土遺存体における四肢の

割合が第37次に比べて少ない。さらに、第23次調査時出土のニホンジカ遺存体では、鹿角・頭蓋骨

が高い出土割合を示す一方で下顎骨の出土がほとんどみられない点、鹿角同様骨角器の原料として

用いられる中手・中足骨が一切みられない点等、出土割合に偏 りがみられる。この事から、第23次

調査区と第37次調査区では、ほぼ同じ時期に動物利用をおこなってはいたが、その内容に差異があっ

た可能性がうかがわれる。

謝辞

本稿は、2009年に余良女子大学に提出した卒業論文の一部を改変し、研究報告としたものである。

本稿の作成にあたり、以下の方々には多大なるご助言と励ましを頂きました。末文ながら、深謝致

します。

中務真人先生 (京都大学大学院理学研究科)、 藤田三郎様、河森一浩様 (田原本町教育委員会・唐

古・鍵考古学ミュージアム)、 佐野晋一様、宮田和周様 (福井県立恐竜博物館)、 米川裕治様 (奈良

県立橿原考古学研究所)、 宮路淳子先生 (奈良女子大学文学部)、 佐藤宏明先生、保智己先生 (奈良

女子大学理学部);(所属機関50音順)。 とりわけ、藤田三郎様、河森一浩様には長期間にわたる資料

調査を許可して頂き、また未発表の情報も提供して頂く等多大なご協力を頂きました。また、指導

教官であった宮路淳子先生には 1年間のご指導を賜りました。御ネし申し上げます。

参考文献

1)安部みき子1996「イノシシとブタを考える」『卑弥呼の動物ランド』大阪府弥生文化博物館

2)内山純蔵2000「鳥浜貝塚におけるシカ・イノシシ問題-1984年出土ニホンジカとイノシシ遺存体にみる遺

跡機能一」『鳥浜貝塚研究」 2 鳥浜貝塚研究会

3)内山純蔵2007F縄文の動物考古学―西日本の低湿地遺跡からみえてきた生活像』昭和堂

4)唐古・鍵考古学ミュージアム2007『弥生の王都 唐古・鍵 ヤマト王権はいかにして始まったか』

5)茂原信生 。本郷一美・網谷克彦1991「蔦浜貝塚出土 (1985年調査)の哺乳類遺存体 (動物考古学の基礎

的研究)」『国立歴史民俗博物館研究報告』29

6)田原本町教育委員会1988『唐古 。鍵遺跡 第21・ 23次発掘調査概報』

7)田原本町教育委員会1996『弥生の風景唐古 。鍵遺跡の発掘調査60年』

8)田原本町教育委員会 編2001F唐古・鍵遺跡の考古学』学生社

9)田原本町教育委員会2006『唐古・鍵考古学ミュージアム展示図録』

10)西本豊弘1991「弥生時代のブタについて」『国立歴史民俗博物館研究報告』36

11)春成秀爾1993「豚の下顎骨懸架一弥生時代における辟邪の習俗」『国立歴史民俗博物館研究報告』50

―-70-―



Ⅳ.資料の報告

(ス ケールバー :5 cm)

1(遺物No.不明):頭蓋骨
4(No.B l107):上顎骨
8(No.251):上腕骨

2(No.B-01)。  3(No.B-679): 可て号頁ギ歌

5(No.323)・ 6(No.377)・ 7(No.426):肩甲骨
9(No.324): 星巨ギ歌      10(No.B-1104):ん毛ギ歌

写真 1 第23次調査時出土のイノシシ遺存体
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1(No.194)

3(No.290)

4 (No.304)

7(No.194)

9(No.117)

:下顎骨

:鹿角

・ 5(No.297)・

:大腿骨

:中手or中足骨

2(No.B1675):上顎骨

6(No.H5):上腕骨

8(No.309): 星巨ギ歌

写真 2 第23次調査時出土のニホンジカ遺存体
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Ⅳ.資料の報告

(ス ケールバー 1 lcm)

1(No.417)。 2(No.417)・ 4(No.449):イ ノシシ臼歯
3(No.J):ニ ホンジカ臼歯
5(No.」):サカナ咽頭歯
6(No.424):カ エル月至〃F骨
7(No.417):ネズミ大腿骨
8(No.417):ネズミ尺骨

(主にフローテーションにより採取された遺存体)写真 3 第23次調査時出土の微細な遺存体

―-73-―



(ス ケールバー :5 cm)

1(No.469)。 3(B-510,No。 1103)・ 4(B-511,No。 1103):頭 蓋骨

2(B507,No.1103):上 顎骨
5(No.997)・  6 (B-505,No.1103): 可ぐ署頁ギ歌

7(No.803):環椎
8(No.823)・ 9(No.824):肩 甲骨
10(No.412)。 11(No.150): 呈巨ギ詰

写真 4 第37次調査時出土のイノシシ遺存体
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Ⅳ.資料の報告

(ス ケールバー :5 cm)

1(NO.802)・ 2(No.368):上顎骨
5(B502,No.365):鹿 角

7(No。 948)。  8 (No.126): ■μ竜千歌

10(No.979):大 腿骨

3(No.358)・  4(No 359): 下顎骨

6(No.916):肩 甲骨

9(B-701,No.806): ル毛ギ歌

12(No.730): 星巨拝許11(No.358):歴 骨

写真 5 第37次調査時出上のニホンジカ遺存体
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一潔

1(No.582)

3 (No.499)

4(No。 1059)

5 (No.239)

6 (No。 195)

7(No。 1092)

8 (No.425)

9 (No.425)

10(No。 1092)

11(No.818)

2(No.1059):カ エル腸骨

サカナ椎骨

:ムササビ下顎骨

モグラ下顎骨

ネズミ尾椎

:キ ジ手根中手骨

ネズミ寛骨

ネズミ仙骨

:カエル月量

"F骨イノシシ臼歯

(ス ケールバー :l cm)

(主にフローテーションにより採取された遺存体)写真 6 第37次調査時出土の微細な遺存体
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